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一
般

に
、
前
近
代
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
構
造
を
称
し
て
、
し
ば
し
ば

「朝
貢
貿
易
体
制
」
と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
る
。
確
か
に
、
経

済
的
行
為
と

い
う
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
朝
貢
に
は
貿
易
の
側
面
が
な

い
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
れ
ば
、
外

交
と
貿
易
と
で
は
、
本
質
的
に
性
格
が
異
な

っ
て
い
る
。
外
交
は
政
府
間
の
交
際
や
交
渉
で
あ
る
の
に
対
し
、
貿
易
は
政
府

の
媒
介
を
必
須

条
件
と

は
し
な

い
。
た
だ
し
、
そ
う
は
い

っ
て
も
、
通
常
の
貿
易
に
は
国
家
間
の
約
束
事

(シ
ス
テ
ム
)
が
前
提
に
存
在
す
る
こ
と
も
事
実

で
あ
り
、
東
ア
ジ
ア
前
近
代
の
場
合
に
は
そ
の
シ
ス
テ
ム
を

「朝
貢
体
制
」
に
基
づ
い
て
説
明
す
る
こ
と
も
、
ま
た
有
意
義
な
考
え
方
な
の

で
あ

る

。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

今
、
朝
貢
使
節
が
盛
ん
に
往
来
し
た
時
代
と
し
て
中
国
唐
王
朝
時
代
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、
唐

の
外
国
使
節
に
応

対
す
る
手
順
や
し
き

た
り
を
玄
宗
期

の
儀
式
書

『
大
唐
開
元
礼
』
に
基
づ
い
て
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る

。

①

迎
労
儀
礼

(迎
賓
館
ま
た
は
長
安
郊
外
で
の
出
迎
え
と
労
い
)

②

皇
帝
謁
見
日
伝
達
儀
礼

(迎
賓
館
)

③

皇
帝
謁
見

(宮
殿
に
て
本
国
か
ら
の
国
書
と
献
上
品
を
唐
皇
帝
に
渡
す
儀
礼
)

④

宴
会
儀
礼

(宮
殿
に
て
唐
側
の
返
礼
宴
会
と
返
礼
品
授
与
)

⑤

勅
書
授
与
儀
礼

(迎
賓
館
に
て
唐
か
ら
の
返
事

の
国
書
を
授
与
)

⑥

辞
見

(宮
殿
に
て
暇
乞
い
の
儀
式
)

1
季
節
に
よ

っ
て
冬
至
や
元
日
朝
賀
儀
式
等
に
も
出
席
ー

唐

の

絹

貿

易

と

貢

献

制

石

見

清

裕

は

じ

め

に



ま

ず

、

朝

貢

に

よ

っ
て

外

国

か

ら

も

た

ら
さ

れ

る
財

貨

を

、

唐

王

朝

は
ど

の

よ

う

な

性

格

の
も

の
だ

と

と

ら

え

て

い
た

の
か

、

と

い
う

点

を

確

認

し

て

み
た

い
。

官

署

ご

と

に
職

掌

や
行

政

法

を
整

理

し

た

『
大

唐

六

典

』

の
巻

三

、

尚

書

省

、

戸
部

の
条

に

は

、

(
戸

部

)

郎

中

・
員

外

郎

は

、

天

下

の
州

県

の
戸

口

の
事

を

領

す

る

を

掌

る
。

凡

そ

天

下

は

十

道

、

土

の
出

だ

す

所

に

任

じ

て
、

貢

賦

の
差

と

為

す

。

と

あ

り

、

続

い

て

国
内

を

一
〇

の
道

(行

政

区

画
)

に

分

け

て

詳

記

す

る
.、
今

、

一
例

と

し

て

「河

北

道

」

を

取

り

上

げ

、

原

文

を

段

落

分

一

唐

の

外

国

朝

貢

財

貨

の

と

ら

え

方

さ
て
、
こ
の
外
交
の
手
続
き
は
、
国
書
と
物
品
の
授
受
を
二
大
眼
目
と
し
て
成
り
立

っ
て
い
る
。
国
書
は
政
府
間
の
意
志

・
情
報
の
伝
達

手
段
で
あ
り
、
外
交
の
基
本
要
因
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
等
に
物
品
の
交
換
が
当
時

の
外
交
で
は
重
要
な
要
素
で
あ

っ
た
。
こ
の
贈
り
物
は

国
信

・
国
信
物
と
称
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
印
象
は
政
府
間
要
求
の
諾
否
に
か
か
わ
る
だ
け
で
な
く
、
何
よ
り
も
そ
こ
に
は
国
の
威
信
が
か

か

っ
て

い
る
の
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
で
き
得
る
限
り
の
最
高
級
品
が
も
た
ら
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
今
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
こ

の
外
国
か
ら
の
国
信
物
を
、
唐
は
財
政
上

・
法
制
上
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
処
理
し
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
り
、
ま
た

そ
れ
と
表
裏
し
て
、
自
国

の
国
信
物
を
唐
政
府
は
い
か
に
し
て
調
達
し
、
用
意
し
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

一
方
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
は
朝
貢
形
式
を
と
る
外
交
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
反
面
、
唐

の
後
半
期
に
は
、
特
に
九
世
紀

に
入
る
と
民
間
貿
易

商
人

の
進
出
が
活
発
化
す
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は
今
や
学
界
で
は
ほ
ぼ
定
説
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
唐
の
国
際
関
係
に

は
朝
貢
と
貿
易
と
い
う
両
側
面
が
と
も
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
唐
代
は
前
近
代
東
ア
ジ
ア
国
際
体
制

の
恰
好
の
分
析
対
象

の

一
つ
な
の
で
あ
る
。
貿
易
と
は
、
国
際
間
の
物
品
の
交
換
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
唐
の
財
貨
入
手
体
制
や
そ
の
交
換
手
段

の

ど
の
よ
う
な
変
化
が
、

こ
う
し
た
社
会
変
動
現
象
と
連
動
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
考
え
る
際
に
、
唐

・
律
令
体
制
下
の
構
造
を
分
析
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
か
を
考

察
す
る
の
は
、

一
つ

の
有
効
な
手
段
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
小
論
で
は
、
ま
ず
史
料
の
比
較
的
豊
富
な
玄
宗
期
の
構
造
を
極
力

モ
デ
ル
化

(単
純
化
)
し
、
そ
の
体

制
の
そ

の
後
の
変
容
に
つ
い
て
見
通
し
を
述
べ
て
み
た
い
。



け

し

て
掲

げ

れ
ば

、

次

の
と

お

り

で

あ

る
。

工

占

、

幽

・
北異
州

之

境

。
今

、

懐

・
衛

・
相

・
洛

(
名シ

)
・
邪

・
趙

・
恒

・
定

・
易

・
幽

・
莫

・
瀟

・
深

・
翼

・
具

(
貝
)
・
魏

・
博

・
徳

・
槍

・
様

・
嬬

・
疸

(檀

)
・
営

・
平

・
安

東

、

凡

二
十

有

五
焉

。

其

幽

・
営

・
安

東

、

各

営

(
管

)
羅

廉

州

。

2

東

並

F
海

、

南

迫

干

河

、

西

距

太

行

・
恒

山

、

北

通

楡

関

・
葡

門

。

海

在

様

・
槍

・
幽

・
平

・
営

五
州

之
東

。

河

水

経

懐

・
衛

・
相

・
魏

・
博

・
徳

・
様

七

州

之
南

境

。

太

行

在

懐

州

北

、

恒

山
在

定

州

西

.
楡

関

在

平

州

東

、

葡

門

在

幽

州

北

。

③

其

名

山

有

林

慮

・
白
鹿

・
封

龍

・
井

浬

・
眠

石

之

山

、

恒

嶽

在

焉

。

林

慮

在

相

州

西

、

白

鹿

在

衛

州

北

、

封

龍

在

趙

州

西

、

井

淫

在

恒

州

西

、

編

石
在

営

州

東

、

恒

山

北

岳

在

定

州

恒

陽

県

。

其

大

川

有

潭

・
漠

・
呼

佗

之

水

。

潭

水

出

渇

州

、

歴
相

・
渚

・
邪

・
北異

・
槍

入

海
。

洪

水

出

衛

州

、

与

清

水
合

、

歴

魏

・
具

(貝

)
・
徳

・
槍

四

州

、

与

滝

水

合

,

呼

泥

在

定

・
槍

二
州

界

、

亦

与

滝

水

合

..

㊤

豚

賦

、

絹

・
綿

及

綜
..

相

州

調

兼

以
締

、

鯨

州

皆

以

絹

・
綿

。

3

廠

貢

、

羅

・
綾

・
平
紬

∴
蒜

・
布

∴
罧

(
綿

)
・
紬

・
鳳

翻

・
葦

席

・
墨

。

恒

州

貢

、

春

羅

.
孔
雀

等

羅

。

定

州

、

両
彙

紬

(細

)
綾

。

懐

州

、

子

(牛

)
膝

。

洛

・
博

・
魏

等

州

、

平

紬

。

邪

州

、

盗

器

。

魏

州

、

綿

・
紬

。

衛

・
趙

・
莫

・
北異
等

州

、

綿

。

濠

・
深

・
翼

・
徳

・
穣

等

州

、

絹

。

相

州

、

紗

鳳

・
翻

席

・
胡

粉

。

邪

州

、

綜

・
布

。

恒

州

、

羅

。

定

州

、

紬

綾

、.
幽

州

、

萢

陽

綾

。

具

(貝

)
州

、

白

藍

。

槍

州

、

葦

席

・
桝

箱
。

嬬

・
営

・
帰

順

等

州

、
庸

香

..
檀

州

・
安

東

府

、

人

参

、
平

州

、

蔓

荊

子

。

葡

州

、

鹿

角

膠
。

易

州

、

墨

。

愛

(
燕

)
州

、

墨

・
豹

尾
。

安

東

・
単
于

、

野

馬

皮
.、

⑥

遠

夷

則

控

契

丹

・
案

・
鞍

掲

・
室

章

之

貢

献

焉

.、

各

段

落

ご

と

に

内

容

を

整

理
す

れ

ば

、
①

は

河

北

道

の
境

域

と

そ

こ
に

含

ま

れ

る
州

名

(
一
部

に

羅

廉

州

を

管

轄

す

る
。

こ

こ

で
は

幽

州

・
営

州

・
安

東

都

護

府

)
、

②

は
東

西
南

北

の

四

至

(
境

界

)
、
③

は

名

山

・
河

川

等

の
地

理
、

④

の
賦

は

調

・
庸

で

、

税

と

し

て
河

北

道



か
ら
納
入
さ
れ
る
品
目
、
⑤

の
貢
は
土
貢
と
も

い
い
、
貢
献
制
に
よ

っ
て
中
央
に
送
ら
れ
る
各
地
の
名
産
品

(
こ
こ
で
も
帰
順
州
等

の
罵
摩

州
が
含
ま
れ
る
)
、
⑥
は
外
民
族
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
貢
献
、
の
ご
と
く
に
な
る
。

こ
の
記
述
構
成
は
、
他

の
九
道

(関
内
道

・
河
南
道

・
河
東
道

・
山
南
道

・
朧
右
道

・
潅
南
道

・
江
南
道

・
剣
南
道

・
嶺
南
道
)
に

つ
い

て
も
同
様
で
あ
る
。
他
の
道
に
お
け
る

「遠
夷
の
貢
献
」
を
示
せ
ば
次
の
と
お
り
で
あ
り
、
そ
れ
を
図
示
す
れ
ば
図
1
の
ご
と
く
で
あ
る
。

関
内
道
…
…
北
蕃
突
厭

河
南
道
…
…
海
東
新
羅

・
日
本

朧
右
道
…
…
西
域
胡
戎

江
南
道
…
…
五
漢
之
蛮

剣
南
道
…
…
西
沮
河
群
蛮

嶺
南
道
…
…
百
越

・
林
邑

・
扶
南

す
な
わ
ち
唐
で
は
、
外
国
か
ら
の
朝
貢
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
財
貨
は

「貢
献

(土
貢
)
」
の

一
部
と
し
て
と
ら
え

て
い
た
の
で
あ
り
、

し
た
が

っ
て
そ
の
収
入
は
尚
書
省
戸
部

の
管
轄
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
『
大
唐
六
典
』
に
見
え
る
こ
の
構
造
か
ら
、
羅
鷹
州
か
ら
の

貢
献
で
は
あ

っ
て
も
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
内
地
の
貢
献
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た

こ
と
、
お
よ
び
河
南
道
に
日
本
の
貢
献

が
見
え
る
こ
と
か
ら
、

『
六
典
』
の
記
述
は
日
本

の
使
節
が
朝
鮮
半
島

・
山
東
半
島
経
由
で
入
唐
し
た
時
期

(わ
が
国
で
い
う
前
期
遣
唐
使
時
代
)
の
状
況
を
た
て

ま
え
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

外

国

使

節

か

ら

の
貢

献

に

対

し

、

唐

が

そ

の
返

礼

品

(
回

賜

品

)

と

し

て
授

与

す

る

も

の
は

、

史

料

に

は

し
ば

し

ば

「
賜

物

」

と

記

さ

れ

る
。

こ

の
用

語

は

、

な

に
も

外

国

使
節

に

対

す

る

賜

い

も

の

の
意

味

に

限

定

さ

れ

る

訳

で

は

な

く

、

皇

帝

か

ら

臣

下

へ
の
賜

い
も

の
が

本

来

の

語

義

で

あ

り

、

外

国

使

節

へ
の
回

賜

品

は

そ

の

「
賜
物

」

の
範

疇

と

し

て
扱

わ

れ

る

の

で
あ

る

。

そ

の

こ
と

は

、

『
旧

唐

書

』

巻

四

三
、

職

官

志

二

、

尚

書

省

戸

部

、

金

部

の
条

に

、

凡

賜

十

段

、

其

率

絹

三

疋

、

布

三

端

、

綿

三

屯

。

若

雑

繰

十

段

、

則

綜

布

二

疋
、

紬

二

疋

、

綾

二

疋
、

縷

四

疋
。

若

賜

蕃

客

錦

練

、

率

十

段

、

則

錦

一
張

、

綾

二

疋

、

縷

三

疋
、

綿

四
屯

。

と

あ

り

(『
六

典

』

は

こ

の
部

分

欠

文

)
、

蕃

客

へ
の

「
賜

」

が

臣

下

へ
の

そ

れ

と

並

列

に

記

さ

れ

る

こ
と

か

ら

う

か

が

え

る
。

尚

書

省

戸

部

は

、

金

部

が

「庫

蔵

出

納

の
節

、

金

宝

財

貨

の
用

」

(
『
六
典

』
巻

三

)

を

掌

り

、

倉

部

は

「
租

税

を

受

納

し
、

禄

庫

を

出

給

す

る

の
事

」

一
一

唐

側

の

朝

貢

回

賜

品
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(『
旧
唐

書

』

職

官

志

二

)

を

掌

る

の

で
あ

り

、

賜

物

の
出

納

収

支

は
金

部

が
管

轄

す

る

の

で
あ

る
。

た

だ

し

、

こ

こ

で
注

意

す

べ

き

は

、

右

の
旧

志

「若

賜
蕃

客

錦

練

」

以

下

が

、

相

手

国

元

首

へ
の
賜

物

と

い

う

よ

り

は

、

入

京

し
た

外

国

使

節

個

人

へ
の

賜

物

規

定

の

よ

う

に

読

み

取

れ

る

こ
と

で

あ

る

。

た

と

え

ば

、

『
冊

府

、兀
亀

』

巻

九

七

五
、

外

臣

部

褒

異

二
、

開

元

一
二
年

(ヒ

ニ

四

)

七

月

の
条

に
、

壬

戌

、

突

駈

、

使

の

再
解

頷

利

発

を

遣

は

し
、

方

物

を
献

じ

て
婚

を

求

む

。

朝

堂

に

宴

し

、

用

五
十

疋
を

賜

ふ
。

r

丑

、

戸

利

仏

誓

国

王
、

使

の
倶
摩

羅

を

遣

は

し
、

徐

儒

二

人

・
償

書

婦

女

一
人

・
雑

楽

人

一
部

及

び

五
色

の
鵬

鵡

を

献

ず

。

摩

羅

に

折

衝

を

授

け

、

常

一
百

疋

を

賜

ひ

、

蕃

に

放

還

す

。

と

見

え

る

「畠

五

↑

疋

」

「
畠

一
百

疋

」

は

、

い
ず

れ

も
突
厥

可
汗

・
　

利

仏

誓

王

へ
の
賜

物

と

見

る

よ

り

は
、

使

者

の
母

解

頷

利

発

と

倶

摩

羅

に
授

け

ら

れ

た

も

の

の
ご

と

く

に

読

み

取

れ

よ

う

。

そ

の
よ

う

に

解

し

て

よ

い

の

で

あ

れ

ば

、
突
厥

使

の
例

か

ら
、

使

者

個

人

へ
の
賜

物

も

宴

会

の
後

に

渡

さ

れ

る

た

て

ま

え

で

あ

っ
た

と

見

ら

れ

る
。

そ
れ

に

対

し

て
、

同

書

の

同
年

五

月

の
条

に

、

辛

酉

、

新

羅

の
賀

正

使

金

武

勲

、

蕃

に

還

る

。

上

、

書

を
降

し

、

新

羅

王

金

興

光

に

謂

ひ

て

曰
く

、

「
…

…
今

、

卿

に
錦

抱

・
金

帯

及

び
繰

素

共

に

二
千

疋
を

賜

ひ
、

以

て

誠

献

に

答

へ
ん

。

至

ら
ば

宜

し

く

領

す

べ
き

な

り
。
」

と

あ

る

記

事

は
、

国

書

の

一
部

引

用

と

思

わ

れ

る

の

で
、

こ
れ

は

新

羅

国

王

へ
の
国

信

物

と

見

ら

れ

る
。

『
冊

府

元
亀

』

外

臣
部

褒

異

門

に

は
、

こ

の
よ

う

な

賜

物

の
事

例

が
随

所

に

記

さ

れ

る

が

、

そ
れ

ら

が

相

手

国

元

首

へ
の

賜
物

で

あ

る

の
か

、

使

者

本

人

へ
の
そ

れ

で
あ

る

の

か

、

は

っ
き

り

と

見

分

け

る

の
が

困
難

な

ケ

ー

ス
が

実

は
意

外

と
多

い
。

あ

る

い

は
、

そ

の
大

部

分

が

後

者

の
場

合

の

記
事

か

と

も

読

み

取

れ

る

の

で

あ

る
。

そ

こ

で
今

は

、

右

の
新

羅

王
金

興

光

宛

て

の
書

を

手

掛

か

り

と

し

て

、

唐

が

発

給

す

る

国
書

の
文

中

で
賜

物

が

ど

の
よ

う

に

扱

わ

れ

る

の

か

を

見

て

み

よ

う

.、

.。

通

常

、

国

書

に

は

末

尾

付

近

に

、

例

え

ば

張

九
齢

起

草

「
勅
突
厥

可

汗

書

」

(開

元

二

四

年

、

『
曲

江

集

』

巻

一

一
、

『
文

苑

英

華

』

巻

四

六

八

)

の
、

少

信

物

有

り

。

別

に
委

曲

を

具

ふ
。

至

ら

ば

宜

し
く

領

取

す

べ

し
。



で
あ

る
と

か
、

白

居

易

「
与

回
鵤

可
汗

書

」

(
元
和

三

年

、

『
白

氏

長

慶

集

』

巻

四

〇

、

『
文

苑

英

華

』

巻

四

六

八

)

の
、

今

、

少

物

を

賜

ふ

。

具

さ

に

は

別
録

の
如

し

。

の
よ

う

な

文

言

が

し

ば

し

ば

見

ら

れ

る

。

こ

れ

は

、

『
唐

会

要

』

巻

五

四

、

省

号

上

、

中

書

省

の
条

所

載

の
聖

暦

三

年

(
七

〇

〇

)

勅

に
、

応

に
外

国

に

賜

ふ

べ
き

の
物

は
、

宜

し

く

中

書

を

し

て
具

さ

に

賜

物

の
色

目

を

録

さ

し

め
、

附

し

て

勅

函

の
内

に

入

れ

よ
。

と

あ

る

よ

う

に
、

外

国

使

節

に
授

与

さ

れ

る

国
書

は

勅

函

に
収

め

ら

れ

、

そ

の
函

中

に
賜

物

の
目

録

が

付

さ

れ

る

か

ら

で

あ

り

、

「
委

曲

」

「別

録

」

と

は

こ

の
目

録

を

指

す

。

外

国

使

節

に

手

渡

さ

れ

る
賜

物

は
、
相

手

国

の
元

首

に
宛

て

た

も

の

の
み

に

限

ら

れ

る

訳

で

は
な

く

、
た

と

え

ば

封

敷

の
起

草

に

な

る

「与

渤

海

王
大

舞

震

書

」

(会

昌

年

間

、

『
文
苑

英

華

』

巻

四
七

一
)

に

は

、

今

、

王

子

大

昌

輝

等

の
国

に

廻

る

に

因

り

、

卿

に
官

告

及

び
信

物

を

賜

ふ

。

至

ら
ば

宜

し

く

之

を

領

す

べ

し
。

妃

及

び

副

王

、

長

史

、

平

章

事

等

、

各

々
賜

物

有

り
。

具

さ

に

は

別

録

の
如

し
。

と

あ

り
、

賜

物

は

相

手

国

の

王
族

や

宰

相

ク

ラ

ス

の
者

に
宛

て

た

物

品

を

含

む

の

で
あ

り
、

も

ち

ろ

ん

そ

れ

ら

の
詳

細

も

勅

函

中

の
賜

物

目

録

に

逐

一
記

さ

れ

て

い
た

の

で

あ

る
。

さ

て
、

唐

の
賜

物

目
録

は
現

行

史

料

中

に

一
切

伝

え

ら

れ

て

は

い
な

い
。

し
た

が

っ
て
、

そ

れ

が

見

ら

れ

な

い

以
上

は
、

賜

物

の
詳

細

を

知

る

こ

と

は

不

可

能

で
あ

る
。

た

だ

し

、

そ

れ

で
も

国

書

の

文
中

に

賜

物

の

一
部

内

容

に
触

れ

る

こ
と

も

あ

る

。

張

九

齢

起

草

の
国

書

に
そ

れ

ら

が

見

ら

れ

、

そ

の
部

分

を

抜

粋

す

れ

ば

以

下

の
と

お

り

で

あ

る
。

①

「勅

契

丹

都

督

浬

礼

書

」

(開

元

二

三
年

、
『
曲

江

集

』

巻

九

、

『
文

苑

英

華

』

巻

四

七

こ

今

、

卿

に

錦

衣

一
副

、

並

び

に

細

帯

七

事

を

賜

ふ
。

至

ら
ば

宜

し

く

領

取

す

べ

し
。

②

「
勅

識

匿

国

王
書

」

(
開

元

二

一
年

、

『
曲

江

集

』

巻

一
二

、

『
文

苑

英
華

』

巻

四

七

一
)

今

、

卿

と

将

軍

に
授

け

て

物

二

百

疋

、

錦

抱

、

金

細

帯

七
事

を

賜

ひ
、

巳

下
節

級

は

衣

物

有

り

。

各

々
宜

し

く

領

取

す

べ
し

。

⑨

[
勅

勃

律

国

王
書

」

(
開

元

二

二
年

、

『
曲

江

集

』

巻

=

一、
『
文

苑

英

華

』

巻

四

七

一
)

今

、

物

三

百

疋

、

銀

盆

瓶

、

銀

盤

各

一
、

衣

.
副

、

井

び

に
金

細

帯

七

事

を

賜

ふ

。

至

ら

ば

宜

し

く

領

取

す

べ

し
。

(
「
銀

盆

瓶

、

銀

盤

各

=

は

『
英

華

』

は

「
銀

胡

瓶

盤

各

一
」

に
作

る
。
)



④

「勅
蛮
首
領
鐸
羅
望
書
」

(開
元
二
三
年
、
『曲
江
集
』
巻

一
二
、
『
文
苑
英
華
』
巻
四
七
〇
)

便
ち
、
卿
に
授
け
て
浪
宥
州
刺
史
を
襲
が
し
め
、
井
せ
て
綾
彩
三
百
疋
を
賜
ふ
。
至
ら
ば
宜
し
く
領
取
す
べ
し
。

こ

の
う
ち
、
②

「勅
識
匿
国
王
書
」
の

「巳
下
節
級
は
衣
物
有
り
」
の
文
言
か
ら
も
、
賜
物
に
相
手
国
の
王
族

・
宰
相
ク
ラ
ス
宛
て
の
も

の
が
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
以
上
の
よ
う
な
文
言
を
も

つ
国
書
の
場
合
で
も
、
当
然
な
が
ら
勅
函
に
は
よ
り
詳
細
な
賜
物
目

録
が
同
封
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
上
記
の
文
言
は
、
賜
物
の
中
心
物
品
を
張
九
齢
が
国
書
本
文
で
特
に
取
り
上
げ
て
記
し
た

も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
、
そ
の
中
心
物
品
と
は
、
錦
衣

・
錦
抱

・
綾
彩
等
の
高
級
絹
製
品
と
金
細
帯

・
銀
盆
瓶

・
銀
盤
等

の
金
銀
製
品
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
②
に

「物
二
百
疋
」、
③
に

「物
三
百
疋
」
と
見
え
る
絹
も
、
単
な
る
平
織
り
絹
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
唐
初
の
貞
観
年
間
、

突
厥

第

一
可
汗
国
崩
壊
に
と
も
な

っ
て
、
混
乱
を
の
が
れ
た
多
数
の
突
厥

人
が
南
下
し
て
中
国
北
辺
に
入

っ
て
き
た
際
、
唐
政
府
が
彼
ら
を

手
懐
け
る
た
め
班
賜
し
た
絹
は
、
『
冊
府
元
亀
』
巻

一
七
〇
、
帝
王
部
来
遠
に
よ
れ
ば
、

錦
文
は
旧
縷
を
所
用
し
て
其
の
色
を
錯
綜
し
、
花
葉
翔
走
し
、
事
は
各

々
形
を
異
に
し
、
将
て
班
賜
す
る
或
り
。
近
蕃
の
酋
首
、
大
い

に
栄
寵
と
為
す
。

と
記
さ
れ
る
〔)

ま
た
、
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
三
二
、
徳
宗

の
貞
元
三
年

(七
八
九
)
七
月
の
条
に
よ
れ
ば
、
吐
蕃
の
長
安
西
北
方

へ
の
侵
入
に
際
し
、
当

時
唐
に
は
軍
糧
輸
送
用
の
牛
が
不
足
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
時

の
中
書
侍
郎
李
泌
が
、

請

ふ
ら
く
は
、
左
蔵
の
悪
紺
を
発
し
て
、
染
め
て
練
纈
と
為
し
、
党
項
に
因
り
て
以
て
之
を
市
せ
ん
こ
と
を
。
頭
ご
と
に
二
、
三
匹
に

過
ぎ
ざ
れ
ば
、
十
八
万
匹
を
計
る
に
、
六
万
余
頭
を
致
す
べ
し
。

と
建
言

し
て
い
る
。

こ
こ
に
見
え
る

「練
纈
」
と
は
、
胡
三
省
の
注
に
よ
れ
ば
、
絹
布
を
糸
で
結
ん
で
染
色
し
、
そ
の
糸
を
解

い
て
文
様
を

染
め
出

し
た
絹

の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

こ
う

し
た
史
料
を
参
考
に
す
れ
ば
、
唐
が
外
交
に
使
用
し
た
絹
織
物
は
織
り
方
や
染
色
に
よ
っ
て
よ
り
高
級
感
を
醸

し
出
し
た
も
の
に
相

違
な
く
、
上
記
国
書
に
記
さ
れ
た

「物
二
百
疋
」

「物
三
百
疋
」
も
、
④

「勅
蛮
首
領
鐸
羅
望
書
」
に
見
え
る

「綾
彩
三
百
疋
」
と
同
等
の

絹
製
品
と
解
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。



そ
れ
な
ら
ば
、
回
賜
品
に
用
い
る
高
級
絹
織
物
や
金
銀
工
芸
品
を
、
唐
政
府
は
い
か
に
し
て
用
意
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
大
唐
六
典
』

巻
三
、
尚
書
省
戸
部
、
度
支
郎
中
員
外
郎
の
条
に
は
、

凡
そ
金
銀
の
宝
貨
、
綾
羅
の
属
は
、
皆
庸
調
を
折
し
て
以
て
造
る
。

と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
を
文
字
ど
お
り
に
受
け
取
れ
ば
、
金

・
銀
の
宝
貨
や
綾

・
羅
等

の
高
級
絹
織
物
は
、
戸
部
が
庸

・
調
と
し
て
得
た
原
料

を
度
支

が
供
給
し
て
製
作
さ
せ
る
と
読
み
取
れ
、
と
す
れ
ば
そ
れ
ら
の
財
貨
を
製
作
す
る
官
営
工
房

の
存
在
が
ま
ず
想
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
右
の

『
六
典
』
度
支

の
規
定
を
、
日
野
開
三
郎
氏
は
、
庸
調
の
収
集
物
を
原
料
に
し
て
綾

・
羅
等
を
製
造
す
る

の
で
は
な
く
、
開
元
二
五
年
賦
役
令
以
降
は
各
州

・
各
地
域
に
綾

・
羅
等
を
折
納
さ
せ
て
調
達
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
規
定
を
伝
え
た
も
の

と
解
さ
れ
て
い
る
.、.。
し
か
し
、
度
支
の
規
定
を
そ
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
も

っ
て
唐
の
官
営
工
房
に
お
け
る
財

貨
製
作

そ
の
も
の
を
も
否
定
す
る
と
ま
で
解
す
る
訳
に
は
ゆ
か
な

い
。
と
い
う
の
も
、
『
六
典
』
を
絡
け
ば
、
金
銀
器
や
絹
製
品
の
官
造
規

定
に
出
合
う
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
金
銀
工
芸
品
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
『
六
典
』
巻
二
二
、
少
府
監
掌
冶
署
の
条
に
は
、

掌
冶
署
令
は
、
銅

・
鉄

・
器
物
を
鋸
鋳
す
る
の
事
を
掌
る
。

と
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
『新
唐
書
』
巻
四
八
、
百
官
志
三
、
少
府
監
掌
冶
署
の
条
に
は
、

金

・
銀

・
銅

・
鉄
を
萢
鋸
し
、
及
び
琉
璃

・
玉
作
を
塗
飾
す
る
を
掌
る
。

と
あ
り
、
官
製
工
芸
品
の

一
部
は
少
府
監
掌
冶
署

の
管
理
下
に
製
造
さ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
『
六
典
』
少
府
監
中
尚
署
の
条
に
は
、

中
尚
署
令
は
、
郊
祀
の
供
す
る
の
圭
壁
、
及
び
歳
時
輿
に
乗
す
る
器
玩
、
中
宮

の
服
飾
、
彫
文

・
錯
練

・
珍
麗
の
制
を
掌
り
、
皆
之
を

供
す
。
…
…
其

の
用
い
る
所
の
金
木

・
歯
革

・
羽
毛
の
属
は
、
出
だ
す
所
の
州
土
の
時
を
以
て
供
送
す
る
に
任
ず
。
其
の
紫
檀

・
欄
木

・
檀
香

・
象
牙

・
斐
翠
毛

・
黄
嬰
毛

・
青
虫
真
珠

・
紫
鉱

・
水
銀
は
広
州
及
び
安
南
よ
り
出
づ
。
赤
贋
皮

・
狂必
狂
必
・
赤
珪

・
號
珀

・
白

三

官

営

工

房

に

よ

る

絹

織

物

製

作



玉

・
碧

玉

・
金

剛

鐙

・
盆
灌

・
鍮

石

・
胡

桐

律

・
大

鵬

砂

は

波

斯

及

び

涼

州

よ

り

出

づ
。

爵

香

は

蘭

州

よ

り

出
づ

。

銅

鉢

銅

は

代

州

よ

り

出

づ

。

赤

生

銅

は
銅

源

監

よ

り

出

つ

る

な

り

。

と

あ

る

(
『
旧

唐

書

』

職

官

志

同

条

は

「金

木

・
歯

革

・
羽

毛

の
属

」

を

「
金

玉

・
歯

革

・
毛

羽

の

属
」

に

作

る
)
。

こ
れ

を

、

『
新

唐

書

』

百

官

志

三
、

少
府

監

中

尚

署

の
条

と

比
較

す

る

と

、

職

掌

の
記

載

は

ほ
ぼ

同

じ

で
あ

る
が

、

新

志

の

文

中

に

は

、

蕃

客

、

宝

細

帯

魚

袋

を

賜

ふ

は
、

則

ち

鴻

臆

寺

の
丞

・
主

簿

に
授

く
。

と

あ

り
、

前

節

の
賜

物

に

見

え

た

金

細

帯

は

少

府

監

中

尚

署

の
作

製

に
な

る

こ
と

が

わ

か

る

の

で

あ

る
。

と

こ
ろ

で
、

右

の

『
六

典

』

中

尚

署

条

の
広

州

・
安
南

・
波

斯

・
涼

州

・
蘭

州

・
代

州

・
銅

源

監

の
産

出

物

を

、

第

一
節

で

見

た

同

書

尚

書

省

戸

部

の
条

の
天

下

一
〇

道

の
貢

献

と

対

照

さ

せ

て
み

る
と

、

戸

部

の
条

に

は

朧

右

道

蘭

州

の
爵

香

、

伊

州

の
胡

桐

律

、

嶺

南

道

容

州

の

非
朋
翠

は
見

え

、

さ

ら

に

『
通

典

』
巻

六

、
食

貨

、
賦

税

下
、

天

下

諸

郡

毎

年

常

貢

の
条

と

対

照

さ

せ

て

み

る
と

、
普

寧

郡

(容

州

)

の
水

銀

、

日
南

郡

の
象

牙
等

は

見

出

す

も

の

の
、

両
書

と

も

に
そ

れ

以
外

は

見

当

た

ら

ず

、
『
六

典

』

中

尚

署

条

の

「広

州

及

び
安

南

」
が

嶺

南

道

を

、

「波

斯

及

び

涼

州

」

が

朧

右

道

を

、

「代

州

」

が

河

東

道

北

部

を

そ

れ

ぞ

れ

代

表

さ

せ

た

記

述

だ

と

解

し

て
も

、

そ

の
地

域

の
貢

献

品

と

は

多

く

が

一
致

し
な

い
。

こ

の
傾

向

は

、
『
六

典

』
少

府

監

の
左

・
右

尚

署

の
条

に

記

さ

れ

る
製

造

品

の
原

料

と

産

地

の
場

合

も

同

様

で

あ

る

。

掌

冶

署

の
条

に

は
、

天

下

の
諸

州

、

銅

・
鉄

を

出

だ

す

所

は
、

人

の
私

採

を

聴

し
、

官

其

の
税

を

収

む

。

と

あ

る

の

で
、

し

た

が

っ
て

『
六

典

』

中

尚

署

条

の

「
其

の
用

い

る
所

の
金

木

・
歯

革

・
羽

毛

の

属

は

、

出

だ

す

所

の
州

土

の
時

を

以

て

供

送

す

る

に
任

ず

」

と

は

、

一
部

に
貢

献

品

を
含

む

で

は

あ

ろ

う

が

、

多

く

は

租

税

折

納

品

を

指

す

と

見

て

よ

い
で

あ

ろ

う

。

.
方

、

回
賜

品

の
代

表

と

い
う

べ
き

絹

織

物

に

つ
い
て

は

、

同

じ
少

府

監

の
属

官

に

織

染

署

が

あ

り
、

『
六

典

』

織

染

署

の
条

に

は

、

織

染

署

令

は
、

天

子

・
皇

太

子

及

び
草

臣

の
冠

星

を

供

す

る
を

掌

る
。

と

あ

っ
て
、
続

い

て
、
天

子

・
皇

太

子

・
臣

下

の
冠

・
星

・
弁

・
憤

の
種

類

と

、
織

物

・
組

綬

(
侃

玉

の

組

紐

)
・
紬

線

(紬

績

)
・
練

染

(
染

色

)

の
種

類

と

を
規

定

す

る

の

み

で
あ

る
が

、

『
新

唐

書

』

百
官

志

、

少

府

監

の
条

は
、

属
吏

・
匠

作

人

の
員

数

を

記

し

、

そ

こ
に

は

、

府

二
十

七

人
、

史

十

七

人

、

計

史

三

人
、

亭

長

八

人

、

掌

固

六

人

、

短

蕃

匠

五

千

二
十

九

人
、

綾

錦

坊

巧

児

三

百

六

十

五

人
、

内

作

使

綾

匠

八
十

三

人

、
腋

庭

綾

匠

百

五
十

人
、

内

作

巧

児

四

十

二
人

、

配
京

都

諸

司

諸

使

雑

匠

百

二

十

五

人
。



と

あ

り
、

綾

錦

坊

巧

児

・
内

作

使

綾

匠

・
接

庭

綾

匠

な

ど

の
名

称

に

よ

っ
て
、

少

府

監

が
織

錦

の
専

門

職

人

を

か

か

え

て

い
た

こ
と

が

窺

わ

れ

る
,

ま

た

、

唐

代

の
皇

帝

に

は
、

即
位

後
さ

ほ

ど

年

月

が

た

た

な

い
間

に

し

ば

し

ば

奢

移

禁

止
令

を

発

す

る

傾

向

が

見

ら
れ

る

が

、

た

と

え

ば

玄

宗

・
開

元

二

年

七

月

「
禁

奢

移

服

用

勅

」

(
『
唐

大

詔
令

集

』

巻

一
〇

八

、

禁

約

上

)

の
末

尾

に

は
、

両
京

及

び

諸

州

は

、

旧

に
官

の
織

錦

坊

有

ら

ば

、

悉

く

停

め

よ
。

と

あ

る
.、

こ

の
織

錦

坊

が

ど

こ
に

置

か

れ

て

い
た

の
か

ま

で

を

明

記

し
た

史

料

は

見

出

し

え

な

い
が

、

『
新

唐

書

』

の
記

事

か

ら

見

て
、

少

府

監

織

染

署

管

理
下

に
あ

っ
た

も

の

と
考

え

て

ま

ず

間

違

い
な

い
で

あ

ろ

う

..

な

お

、

織

錦

坊

の
工

人

を

題

材

に

し

て
、

『
太

平

広

記
』

巻

二

五

七

「
織

錦

人

」

(出

典

『
盧

氏

雑

説

』
)

に

次

の
よ

う

な

説

話

が

伝

え

ら

れ

る
..唐

の
盧

家

の
青

年

、

科

挙

に

及
第

せ

ず

。

歩

い

て
都

城

の
門

の
東

ま

で
来

た

が

、

風
が

甚

だ
寒

く

、

旅

館

に

身

を

投

じ

た
。

す

ぐ

後

か

ら

続

い

て

入

っ
て

来

た

者

が

い
た

.

し
ば

ら

く

火

に
あ

た

っ
て

い
た

が

、

そ

の
人

、

突

然

詩

を

吟

ず

る

に

は

、

「
学

び

て
練

綾

を

織

る

に
功

未

だ
多

か

ら

ず

、
機

仔

を

乱

投

し

稜

を

錯

馳

す

。

教

う

る
莫

か

れ

、

官

錦

の
同

業

に

見

ゆ

る

を

。

此

の
文

様

を

把

っ
て

そ

れ

を

笑

殺

せ

ん

」

と

。

ま

た

言

う

に

は

、

「今

の
世

、

文

様

の
事

を

重

ん
ぜ

ず

。

文

様

を

把

り

て
誇

り

て

人

に
向

う
莫

か

れ

」

と

。

盧

は

た

い

そ

う
驚

い
た

.、
そ

の
人

が

吟

じ

た

の

は

、

白

居

易

の
詩

だ

っ
た

か

ら

で
あ

る

。

そ

こ

で

姓

名

を

問

う

と

、

そ

の

人

は

言

っ
た

。

「
私

は

姓

は
李

と

い

い
、

代

々
綾

錦

を
織

る
家

柄

の
者

..

「
家

が

離

散

す

る

前

は

、

洛

陽

の
官

錦

坊

に

所

属

す

る

織

宮

錦

の
職

人

だ

っ
た
。

こ

の
腕

で

も

っ
て
都

の
同

業

者

に

雇

っ
て

も

ら

お

う

と

し
た

の
だ

が
、

彼

ら

が

言

う

に

は

『
今

の
世

の
錦

文

様

は

昔

と

は
違

う
。

ま

し

て

や

、

お

前

の

よ

う

な

職

人

が

綾

織

り

の
技

術

を

売

ろ

う

と

し

た

っ
て
、

誰

が

重

ん

じ

る

も

の
か

』

だ

と

さ

」
。

そ

の
人

は
東

に
去

っ
て

い

っ
て

し

ま

っ
た

。

(
原

文

)

唐

盧

氏

子

不

中

第

.、
徒

歩

及

都

城

門

東

。
其

日

風

寒

甚

、
且

投

逆

旅

。
俄

有

一
人

続

至

、
附

火

良

久

。
忽

吟

詩

日
、
学

織

練

綾

功

未

多

、

乱

投

機

移
錯

施

稜

。

莫

教

官

錦

行
家

見

、

把

此

文

章

笑

殺

他

。

又

云

、

如
今

不

重

文

章

事

、

莫

把

文

章

誇

向

人

。

盧

愕

然

、

憶

是

白

居

易

詩

。

因

問

姓

名

、

日
、

姓

李

、

世

織

綾

錦

、

離

乱

前

、

属

東

都

官

錦

坊

織

宮

錦

巧
児

.、

以
薄

芸

投

本

行

.、
皆

云
、

如

今

花

様

、

与

前



と
こ
ろ
で
、
唐
政
府
が
自
国
領
域
内
で
産
出
さ
れ
る
財
貨
を
中
央
に
集
中
さ
せ
る
方
法
は
、
租
調
庸
制
に
限
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
。
前
掲

第

一
節

に
引
用
し
た

『
大
唐
六
典
』
戸
部

の
河
北
道
の
例
を
見
れ
ば
、
そ
こ
に
は

「賦
」
(引
用
④
部
分
)

の

「絹

・
綿
及
び
綜
」
と
兼
調

に
対
し
、
「貢
」
(同
⑤
部
分
)

の
方
が
よ
り
詳
細
に
記
述
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
そ
こ
に
は
、
恒
州
の
春
羅

・
孔
雀
羅
、
相
州
の
紗
鳳
、

定
州

の
紬
綾
、
幽
州
の
萢
陽
綾
、
槍
州
の
桝
箱
な
ど
、
原
料
で
は
な
く
す
で
に
工
芸
製
品
と
し
て
貢
献
さ
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
同

様
の
事

例
は
、
他
の
九
道
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

あ
る
地
域
の
貢
献
物
が

『
六
典
』
に
こ
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
年
に
た
ま
た
ま
こ
う
し
た
財
貨
が
貢
献
さ
れ
た
と

い
う

の
で
は
な
く
、
よ
り
恒
常
的
に
そ
れ
ら
が
貢
献
さ
れ
る
、
換
言
す
れ
ば
、
唐
政
府
は
州
別
に
貢
献
色
目
を
指
定
し
て
そ
れ
ら
を
調
達
し

て
い
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
唐
の
貢
献
制
度
の
あ
り
方
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

か

つ
て
、
唐
賦
役
令
貢
献
物
条
は
、
『唐
令
拾
遺
』
第
二
七
条
に
よ

っ
て
、

〔開
二
五
〕
諸
諸
州
貢
献
、
皆
圭…皿
当
土
所
出
、
准
絹
為
価
、
多
不
得
過
五
十
疋
。
並
以
官
物
充
市
、
所
貢
至
薄
、
其
物
易
供
。

と
復
元
さ
れ
た
。
依
拠
史
料
は
、
『
通
典
』
巻
六
、
食
貨
六
、
賦
税
下
に
、

天
下
諸
郡
毎
年
常
貢
。

(原
注
)
按
令
文
、
諸
郡
貢
献
、
皆
蓋
当
土
所
出
、
准
絹
為
価
、
不
得
過
五
十
疋
。
並
以
官
物
充
市
。
所
貢
至

薄
、
其
物
易
供
。
聖
朝
恒
制
、
在
於
斯
　
。
其
有
加
於
此
数
者
、
蓋
修
令
後
続
配
、
亦
折
租
賦
、
不
別
徴
科
。

四

唐

の

貢

献

制

と

そ

の

実

態

(
1
)
唐
の
貢
献
規
定

不
同
。
不
謂
伎
楠
児
以
文
練
求
告
者
、
不
重
於
世
。
且
東
帰
去
。

こ
の
説
話
か
ら
も
、
長
安

・
洛
陽
を
中
心
に
官
営
織
錦
工
房
が
存
在
し
た
こ
と
は
疑
い
な

い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
唐
政
府
が
官
僚

や
有
功

の
将
士
、
さ
ら
に
は
外
国
使
節

・
元
首

へ
の
賜
物
と
し
て
使
用
す
る
財
貨
を
用
意
す
る
方
法
と
し
て
、
わ
れ
わ

れ
は
ま
ず
官
営
工
房

に
お
け

る
製
造
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
し
て
そ
れ
ら
は
少
府
監
管
轄
下
の
工
房
で
あ

っ
た
と
見
て
よ
い
。



と

記

さ

れ

る

注

文

で
あ

る
。

そ

し

て
、

『
拾

遺

』

復

元

の
末

尾

「
所

貢

至

薄

、

其

物

易

供

」

を
令

文

と

見

る

べ

き

か

ど

う

か

に

つ
い

て

は

、

疑

問

が

呈

さ

れ

て

い
た

。

一
方

、

『
唐

令

拾

遺

補

』

賦

役

令

第

二
七

条

は
、

〔永

〕

〔
開

二
五

〕

諸

諸

州

朝
集

使

貢

献

、

皆

壼

当

土

所

出
。

其

金

銀

、

珠

玉
、

皮

革

、

羽

毛

、

錦

、

尉

、

羅

、

穀

、

紬

、

綾

、

香

薬

、

彩

色

、

服

食

、

器

用

、

及
諸

珍

異

之

類

、

准

絹

為

償

、

不

得

過

五

十

疋
、

並

以
官

物

充

市

。

其

所

送

之

物

、

但
令

無

損

壊

繊

悪

而

已
。

不
得

過
事

修

理

、

以
致

労

費

。

と

復

元

し

、
『
拾

遺

』

を

全

面

的

に
改

定

し
た

。

こ

れ

は

、

養

老

賦

役

令

第

三

五
条

(
諸

国

貢

献

物

条

)

の
、

凡
諸

国

貢

献

物

者

、

皆

圭
…皿
当

土

所

出

。

其

金

、

銀

、

珠

、

玉

、

皮

、

革

、

羽

、

毛

、

錦

、

厨

、

羅

、

穀

、

紬

、

綾

、

香

薬

、

彩

色

、

服

食

、

器

用

、

及

諸

珍

異

之
類

、

皆

准

布

為

価

、

以

官

物

市

充
、

不

得

過

五

十

端

。

其

所

送

之

物

、

但

令

無

損

壊

薇

悪

而

已

。

不

得

過

事

修

理
、

以

致

労

費

。

に
基

づ

い

た
補

訂

で
あ

り

、
養

老

賦

役

令

諸

国

貢

献

物
条

は

唐

令

を

引

き

写

し

た

空

文

と

判

断

し
た

大

津

透

氏

の
案

に

よ

る
も

の

で
あ

る

。

と

こ

ろ

で
、

一
九

九

九

年

に
戴

建

国

氏

(
上

海

師

範

大

学

)

に

よ

っ
て

、
浙
江

省

寧

波

市

の
天

一
閣

に

『
官

品

令

』

と

標

題

さ

れ

た

写

本

が

所

蔵

さ

れ

、

そ

の
内

容

が

北

宋

・
天

聖
令

で

あ

り

、

し
か

も

天

聖
令

参

定

に

利

用

さ

れ

な

か

っ
た

唐

・
開

元

二

五
年

令

の
条

文

が

付

載

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

公

に

さ

れ

た

。

天

聖
令

の
令

文

は

い
ま

だ

に

一
部

し

か

発

表

さ

れ

て

い
な

い
が

、

幸

い
に

し

て
賦

役

令

は
戴

氏

に

よ

っ

て
公

表

さ

れ

.,

.、

そ

れ

に
よ

れ

ば

、

ま
ず

二

三

条

の
令

文

が

列

記

さ

れ

た

後

に

「
右

並

因

旧

文

以
新

制

参

定

」

と

記

し
、

続

い

て

二
七

条

が

列

記

さ

れ

た

後

に

「
右

令

不

行

」

と

記
さ

れ

て

い
る

。

つ
ま

り
、

前

半

二

三

条

が

唐

令

に
基

づ

い
て

新

た

に

参

定

さ

れ

た

天

聖
令

で
あ

り

、

後

半

二
七

条

が

天

聖
令

参

定

に
利

用

さ

れ

な

か

っ
た

唐

・
開

元

二

五
年

令

の
条

文

で
あ

る
。

そ

の

後

、

大

津

透

氏

に
よ

っ
て

、

こ

の
前

後

半

計

五

〇

条

に
基

づ

き

、

開

元

二

五
年

令

の

配

列

案

が

示

さ

れ

た

(,
)。

さ

て
、
問

題

の
貢

献

条

は

、
天

聖
令

賦

役

令

の
後

半

「右

令

不
行

」
の
第

二

七

条

(
大

津

透

氏

復

元
、
開

元

二

五

年

配

列

案

の
第

四

九

条

)

に

見

え

、

そ

こ

で

は

、

諸

朝

集

使

赴

京

貢
献

、
皆

圭
…皿当

土

所

出

。
其

金

、

銀

、
珠

玉

、
犀

象

亀

具

、

凡

諸

珍

異

之

属
、

皮

革

、

羽

毛

、
錦

、

尉

、

羅
、

綱

、
綾

、

綜

、
絹

、
稀

希

之

類

、
恭

蜜

、

香

薬

、
及

蓋

色

所

須

、

諸

是

服

食

器

玩
之

物

、

皆

准

絹

為

価

、
多

不

得

過

五

十

疋

、
少

不
得

減

二

十

疋

。



兼

以

雑

附

及

官

物

市

充

、

無

則

用

正
倉

。

其

所

送

之

物

、

但

令

無

損

壊

繊

要

而

已

。

不
得

過

事

修

理

、

以

致

労

費

..

と

さ

れ

て

い

る
。

大

津

氏

は

、

「
稀

希

」

は

「
締

布

」

の
、

「
薇

要

」

は

「薇

悪

」

の

そ

れ

ぞ

れ

誤

記

と

し

、

ま

た

「
具

」

「
綜

」

「絹

」

字

に

疑

問

符

を

付

さ

れ

て

い
る
..

右

の
条

文

は

、

一
部

に

意

味

の
通

じ

に

く

い
箇

所

が

あ

り

、

「少

不

得

減

二
十

疋

」

の
規

定

は

こ

こ
に

初

め

て

見

え

る

も

の

で
あ

る

が

、

全

体

と

し

て

は

『
拾

遺

』

復

元

文

よ

り

は
養

老

諸

国

貢

献

物

条

に
近

似

し

て

い
る

..
し

た

が

っ
て
、

開

元

二
五

年

令

お

よ

び

養

老
令

と

も

に

こ

の
条

文

は

唐

の
前

令

文

を

継

承

し

た

と

考

え

て

よ

く

、

『
拾

遺

補

』

の
永

徽

令

に
湖

ら

せ

た

復

元
案

は

妥

当

で
あ

っ
た

こ
と

が

証

明

さ

れ

た

と

い

っ
て

よ

い
.、

「
少

不
得

減

二

十

疋

」

の
部

分

は
、

『
通
典

』

食

貨

六

、

賦

税

下

の
注

文

が

著

し

い
削

約

文

で

あ

る

の

で

、

養

老

令

が

削

除

し

た

の

か
、

開

元

二
五

年

令

に

よ

っ
て
新

た

に

挿

入

さ

れ

た

も

の
な

の
か

は

、

い
ま

だ

確

定

は

で

き

な

い
。

な

お

、

『
新

唐

書

』

巻

五

一
、

食

貨

志

は

、

貢

献

規

定

を

、

州

府

歳

市

士

所

出

為

貢

、
其

価

視

絹

之

上

下

、
無

過

五

十

匹

。
異

物

・
滋

味

、

口
馬

・
鷹

犬

、
非

有

詔

不

献

。
有

加

配

、
則

以

代

租

賦

。

と

削

約

し

て

い
る
.、
末

尾

の

「加

配

」

の

「
配

」

は

、

引

用

部

分

の
す

ぐ
前

に

も

、

太

宗

…

…

租

を

配

す

る

に
、

敏

穫

の

早

晩

・
険

易

・
遠

近

を

以

て
差

と

為

す

。

と

見

え

る

よ

う

に

「
(賦

課

を

)

わ

り
あ

て

る

」

の
意

で

あ

り

、

し

た

が

っ
て

「加

配

」

と

は

賦

課

を

加

増

す

る

こ
と

で
あ

る
。

す

な

わ

ち

新

志

の
記

事

は

、

五

十

疋

を

超

え

て
貢

献

を
加

増

し

た

場

合

に

は
、

そ

の
加

増

分

は

租

税

に

回

し

、

租
庸

調

を

そ

れ

だ

け

差

し

引

く

こ
と

を

伝

え

て

い
る

の
で

あ

る

。

こ
れ

は
、

『
唐

令

拾

遺

』

復

元

賦

役

令

第

二
七

条

の
依

拠

し

た

前

掲

『
通

典

』

賦

税

下

の
引

用

末

尾

に
、

其

有

加

於

此

数
者

、

蓋

修

令

後

続

配

、

亦

折

租

賦

、

不
別

徴

科

。

と

あ

っ
た

一
文

も

同

様

に

解

さ

れ

る

べ

き

で

あ

っ
て
①

、

新

志

の
記
事

は

『
通

典

』

も

し

く

は

そ

の
原

史

料

の
削

約

で
あ

ろ

う
。

こ
れ

に
よ

っ
て

、

貢

献

の
上

限

が

絹

に

換
算

し

て

「
多

く

と

も

五

十

疋

を

過

ぐ

る
を

得

ず

」

と

さ

れ

る

額

が

、

州

県

内

の
あ

る

地

域

、

も

し

く

は

特

定

の
産

物

を

対

象

と

す

る

の

で

は

な

く

、

丁

(ま

た

は

戸

)

を

対

象

と

す

る
規

定

額

で

あ

る

こ
と

が

理

解

で
き

よ

う
。

ま

た

、

そ

の
年

の
貢

献

を

し

た

丁

(も

し

く

は

そ

の

戸

の
丁

)

で
あ

っ
て
も

、

そ

の
丁

に

は

租

調

役

は

課

せ

ら

れ

る

こ
と

が

確

認

で
き

る
。

こ
れ

は

、

租

調

役

は

丁

賦

課

を

原

則

と

す

る

か

ら

で

あ

る

。



王
建

「織
錦
曲
」
(
『
王
建
詩
集
』
巻
二
)

大
女
、
身
は
為
る
織
錦
戸

大
人
の
女
、
そ
の
身
は
織
錦
戸
で
あ
り

名

は
在
り
、
県
家
の
供
進
簿

そ
の
名
は
県
の
役
所
の
供
進
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

長
頭
、
檬
を
起
こ
し
作
官
に
呈
す

お
か
し
ら
は
文
様
の
サ
ン
プ
ル
を
作
成
し
て
担
当
官
に
提
示
し
た

聞

く
な
ら
く
、
官
家
苦
難
に
中
た
る

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
役
所
で
は
ク
レ
ー
ム
が

つ
い
た
と

い
う

回
花
側
葉
、
人
と
別
な
り

花
と
葉
を
め
ぐ
ら
す
文
様
は
人
ご
と
に
別
で
あ
り

唯
だ
恐
る
、
秋
天
に
綜
線
乾
く
を

た
だ
た
だ
、

こ
の
秋
日
に
生
糸
が
乾

い
て
し
ま
う
の
を
恐
れ
る

の
で
あ
る

紅
縷
蔵
莚
し
て
紫
茸
軟
ら
か
く

紅
糸
は
美
し
く
、
紫
糸
は
花
の
よ
う
に
匹
柔
ら
か
く

蝶

飛
び
参
差
し
て
花
に
宛
転
た
り

蝶
が
花
を
め
ぐ

っ
て
飛
び
交
じ
る
文
様
が
織
ら
れ
て
ゆ
く

一
稜
声
蓋
き
重
ね
て

一
稜

一
峻
を
投
じ
る
音
が
止
め
ば
、
さ
ら
に

一
稜
を
投
じ

玉
腕
停
ま
ず
、
羅
袖
巻
く

美
し
い
腕
は
動
き
を
停
め
ず
、
薄
絹
が
巻
き
取
ら
れ
て
ゆ
く

窩
中
夜
久
し
く
、
睡
髪
口偏
り

部
屋

の
中
は
夜
が
更
け
、
眠
気
で
髭
が
傾
き

横

銀
堕
ち
垂
れ
て
肩
に
著
か
ん
と
欲
す

さ
し
た
答
は
落
ち
か
か
っ
て
肩
に
着

こ
う
と
し
て
い
る

衣
を
合
は
せ
臥
す
る
時
は
参
没
の
後

衣
を
合
わ
せ
て
寝
る
の
は
三
更
も
過
ぎ
た
真
夜
中
で

停

燈
し
て
起
く
る
は
在
り
、
鶏
鳴
の
前

灯
火
も
消
え
、
起
き
出
す
の
は
鶏
鳴

の
前
で
あ
る

さ

て
、
唐
律
令
制
下
の
貢
献
制
が
上
記
の
規
定
に
基
づ
く
財
貨

の
中
央
集
中
方
法
だ
と
し
て
、
そ
れ
で
は
実
際
に
こ
の
規
定
は
ど
の
よ
う

に
運
営
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
、

そ
れ

に
つ
い
て
は
、
貢
献
を
行
う
百
姓
側
の
事
情
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
残
念
な
が
ら
郷
村
に
お
け
る
貢
献

の
状
況
を
伝
え
る
史
料

は
見
出

し
え
な
い
。
た
だ
し
、
唐
代
詩
文
に
そ
れ
を
彷
彿
さ
せ
る
作
品
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
い
く

つ
か
取
り
上
げ

て
み
た
い

、

(2
)
貢
献
制
の
実
態



元
積

「織
婦
詞
」
(『
元
氏
長
慶
集
』
巻
二
三
)

織
夫

(
一
に
婦
に
作
る
)
何
ぞ
太
忙
た
る

織
夫

(婦
)
は
ど
う
し
て
は
な
は
だ
し
く
忙
し
い
の
か

ま

ざ
し

舞
、
三
臥
を
経
て
行
に
老
い
ん
と
欲
す

蚕
が
三
眠
を

へ
て
今
ま
さ
に
熟
蚕
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

薫
神
女
聖
、
早
く
綜
を
成
す

獄
神
女
聖
は
早
く
も
生
糸
を
紡
い
で
い
る

今
年
の
練
税
、
抽
徴
早
し

今
年
の
綜
税
は
取
り
立
て
が
早
い
の
で
あ
る

早
く
徴
す
る
は
是
れ
官
人
の
悪
に
非
ず

早
い
取
り
立
て
は
役
人
が
悪
い
の
で
は
な

い

去

る
歳
、
官
家
戎
索
を
事
と
す

去
年
、
朝
廷
で
は
異
族
と
の
彊
界
争
い
が
あ

っ
た

征

人
戦
苦
し
て
刀
瘡
を
束
ね

兵
士
は
苦
戦
し
て
傷

口
を
縛
り

主
将
勲
高
く
し
て
羅
幕
を
換
ふ

大
将
の
勲
は
高
く
、
薄
絹
の
幕
を
と
り
か
え
る
の
で
あ
る

綜
を
繰
り
畠
を
織
り
猶
ほ
努
力
す

綜
を
繰
り
絹
を
織

っ
て
な
お
努
め
ね
ば
な
ら
な
い

レ
ト

緯
を
変
じ
機
を
擦
り
苦
難
し
て
織
る

紡
い
だ
後
は
機
織
り
に
向
か
い
、
苦
労
し
て
織
る

東
家
頭
白
の
讐
女
児

東
隣
に
は
白
髪
の
双
子
の
老
女

一
匹
千
金
亦
た
売
ら
ず

一
匹
の
値
が
千
金
に
な
ろ
う
と
も
売
る
こ
と
は
し
な
い

限

日
未
だ
成
ら
ず
、
宮
裏
怪
し
む

期
日
に
い
ま
だ
出
来
上
が
ら
な
い
の
で
、
宮
中
で
は
い
ぶ
か

っ
て
い
る

錦
江
水
潤
れ
、
貢
う
た
た
多
く

錦
江
の
水
が
澗
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
の
に
、
貢
ぎ
物
は
い
よ
い
よ
多
く

ル
ざ

宮
中
蓋
く
著
る
、
単
綜
の
羅

宮
中
で
は
皆
、
単
綜
で
織

っ
た
薄
絹
を
着
る
の
で
あ
る

言
ふ
莫
か
れ
、
山
積
し
て
蓋
く
る
日
無
き
を

宮
中
の
絹
が
山
積
し
て
尽
き
る
日
が
な

い
と
言
う
こ
と
な
か
れ

百
尺
の
高
楼
、

一
曲
の
歌

百
尺
の
高
楼
も
ひ
と
ふ
し
の
歌
の
た
め
に
あ
る
の
だ
か
ら

こ
の
作
品
は
、
県
の
供
進
簿
に
織
錦
戸
と
し
て
登
録
さ
れ
た
女
性
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
彼
女
ら
の
長
官
が
官
に
錦
文
様

の
起
案
を
提
出
し

た
と

こ
ろ
、
ク
レ
ー
ム
が

つ
け
ら
れ
た
と
し
て
、
こ
れ
に
続
け
て
織
錦
戸
が
寝
る
間
も
惜
し
ん
で
絹
を
織

っ
て
貢
が
ね
ば
な
ら
な

い
女
工
の

姿
を
、
宮
中
女
性
と
対
比
さ
せ
て
謳
う
の
で
あ
る
。
詩
中
に

「錦
江
」
が
謳
わ
れ
る
の
で
、
蜀
地
方
の
織
錦
戸
を
題
材
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。



白
居
易

「練
綾
」
(『白
氏
文
集
』
巻
四
)
套

〔注
〕

練
綾
は
越
中
の
織
る
所
な
り
。
貞
元
中
、
歳
ご
と
に
入
貢
す
。

練
綾
、
練
綾
、
何
の
似
た
る
所
ぞ

練
綾
は
何
に
似
て
い
る
だ
ろ
う
か

羅
給
と
紋
綺
と
に
は
似
ず

薄
あ
や
絹
や
白
い
練
り
絹
に
は
似
て
い
な
い

応

に
似
た
り
、
天
台
山
上
月
明
の
前

の

ま
さ
に
、
天
台
山
の
上
の
月
明
か
り
の
前

の

四
十
五
尺
の
爆
布
の
泉
に

四
十
五
尺
も
の
滝
の
泉
の
よ
う
で
あ
る

中

に
文
章

の
ま
た
奇
絶
な
る
有
り

そ
の
中

の
文
様
に
は
す
ぐ
れ
て
珍
し
い
も
の
が
あ
り

ぽ

ち

つ

地

に
白
姻
を
鋪
き
、
花
雪
を
籏
む

地
下
に
は
白
煙
を
敷
い
て
、
雪
の
ご
と
き
花
を
集
め
た
よ
う
で
あ
る

織

る
者
は
何
人
ぞ
、
衣
る
者
は
誰
ぞ

練
綾
を
織
る
の
は
ど
こ
の
人
で
、
着
る
の
は
誰
で
あ
ろ
う
か

越
渓

の
寒
女
、
漢
宮
の
姫

織
る
の
は
越

の
渓
谷
の
貧
し
い
女
で
、
着
る
の
は
宮
中
の
姫
で
あ
る

去

る
年
、
中
使
口
救
を
宣
べ

去
年
、
朝
廷
か
ら
の
使
者
が
詔
を
述

べ
伝
え

天
上
よ
り
様
を
取
り
て
人
間
に
織
ら
し
む

宮
中

の
デ
ザ
イ
ン
に
従

っ
て
民
間
に
織
ら
せ
た

織

り
て
は
雲
外
秋
雁
の
行
く
を
為
し

文
様
を
織
り
出
し
て
は
、
雲
の
上
を
秋
の
雁
が
飛
ぶ
さ
ま
を
描

き

よ

挑

紋
を
解
く
す
る
が
為
に
嫁
す
る
に
得
ず

堆
羽
文
様
を
織
る
の
に
長
け
て
い
る
の
で
、
嫁
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た

〔注
〕

予
、
荊
に
縁
り
し
時
、
貢
綾
戸
を
目
撃
す
。
終
老
嫁
が
ざ
る
の
女
有
り
。

管
前
搦
搦
た
る
游
綜
の
上

軒
先
に
は
風
に
そ
よ
ぎ
て
揺
れ
動
く
生
糸

上

に
蜘
蛛
の
巧
み
に
来
往
す
る
有
り

そ
の
上
に
は
巧
み
に
行
き
来
す
る
蜘
蛛
が
い
る

よ

羨

た
り
、
他
の
轟
秀
の
解
く
天
に
縁
り

羨
ま
し
い
の
は
、
こ
の
虫
が
よ
く
天
に
よ
じ
登
り

能

く
虚
空
に
向
き
て
羅
網
を
織
る
を

虚
空
に
向
か

っ
て
う
ま
く
薄

い
網
を
織
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る

こ
の

「織
婦
詞
」
も
織
錦
女
工
の
哀
歌
で
あ
る
が
、
作
者
自
身
が

「荊
州
に
立
ち
寄

っ
た
時
、
貢
綾
戸
を
目
撃
し
た

こ
と
が
あ
る
。
生
涯

嫁
が
な

い
女
性
が
い
る
」
と
注
し
て
い
る
。
こ
の

「貢
綾
戸
」
も
、
王
建
詩
の

「織
錦
戸
」
と
同
様
の
形
態
と
見
ら
れ
る
。



こ
こ
に
登
場
し
た
作
家
は
、
い
ず
れ
も
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
前
半

の
中
唐
の
詩
人
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
排
律
は
文
学
作

品
で
あ

っ
て
、
貧
し
い
女
性
織
工
と
高
雅
な
宮
中
女
官
を
錦

・
綾
な
ど
を
媒
介
に
対
比
さ
せ
る
手
法
そ
の
も
の
が
唐
詩

の

一
モ
チ
ー
フ
で
あ

ろ
う
か

ら
、

こ
れ
ら
を
史
実
と
し
て
鵜
呑
み
に
す
る
訳
に
は
ゆ
か
な

い
。
し
か
し
、
そ
う
は
い

っ
て
も
、
元
詩

・
白
詩

の
注
を
見
れ
ば
、
こ

れ
ら

の
作
品
は
詩
人
が
現
地
で
見
聞
し
た
事
実
や
状
況
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

若
し
織
る
時
を
見
れ
ば
応
に
也
た
惜
し
む
べ
し

も
し
糠
綾
を
織
る
と
こ
ろ
を
見
た
な
ら
ば
、
き

っ
と
大
切
に
扱
う
で
あ
ろ
う

こ
こ
で
は
、
越
州
地
方
の
貧
女
が
宮
中
女
性
の
た
め
に
、
中
使
の
口
勅
を
受
け
て
、
朝
廷
が
決
定
し
た
文
様
に
従

っ
て
綾
を
織
る
悲
哀
が

謳
わ
れ

る
。
「天
上
よ
り
様
を
取
り
人
間
に
織
ら
し
む
」
の
く
だ
り
に
は
、
な
か
ば
強
制
的
な
貢
献
制
の
有
り
様
が
よ
く
表
さ
れ
て
い
る
。

染
め
て
は
江
南
春
水
の
色
を
作
す

色
を
染
め
て
は
、
江
南

の
春
水
の
色
合
い
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た

広
く
杉
袖
を
裁
ち
、
長
く
裾
を
製
り

袖
は
広
く
と
り
、
裳
裾
は
長
く
し
て

金
斗
波
を
喫
し
て
、
刀
紋
を
前
刀る

火
の
し
で
し
わ
を
伸
ば
し
、
刀
で
文
様
を
切
り
出
し
た

異
彩
と
奇
文
と
相
ひ
隠
映
し

美
し
い
色
彩
と
珍
し
い
文
様
と
が
互
い
に
か
げ
ひ
な
た
と
な
り

転
側
し
て
花
を
看
る
に
、
花
定
ら
ず

向
き
を
変
え
て
花
模
様
を
見
れ
ば
、
描
か
れ
た
花
は
皆

一
定
で
は
な

い

昭
陽
の
舞
人
、
恩
正
に
深
く

昭
陽
殿
の
舞
姫
た
ち
は
天
子
の
寵
愛
が
誠
に
深
く

春
衣

一
対
、
直

ひ
千
金

彼
女
た
ち
の
春
の
着
物
は

一
か
さ
ね
で
千
金
も
の
値
が
す
る

汗

に
沽

ひ
粉
に
汗
れ
て
、
再
び
は
著
ず

そ
れ
な
の
に
、
汗
に
濡
れ
白
粉
に
汚
れ
た
と

い
っ
て
は
二
度
と
着
ず

土
を
曳
き
泥
を
踏
み
て
、
惜
心
無
し

地
を
引
き
ず
り
泥
を
踏
ん
で
、
惜
し
い
と
い
う
気
持
ち
す
ら
な

い

練
綾
織
り
成
し
て
功
績
を
費
や
し

練
綾
を
織
り
上
げ
る
の
に
費
や
す
手
間
と
い

っ
た
ら

比
す
る
こ
と
莫
し
、
尋
常
の
縛
と
畠
と
に

普
通
の
絹
織
物
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な

い

綜
細
く
繰
多
く
、
女
手
癒
み

織
る
綜
は
細
く
手
繰
る
操
作
は
複
雑
で
、
女
工
の
手
は
痛
み

札
札
た
る
千
声
も
尺
に
盈
た
ず

機
織
り
の
音
が
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
響
い
て
、

一
尺
も
織
れ
な

い
の
で
あ
る

昭
陽
殿
裏

の
歌
舞
の
人

昭
陽
殿
の
内
の
歌
舞

の
姫
た
ち
が



白
居
易

「紅
繍
毯
」
(『
白
氏
文
集
』
巻
四
)

紅
線
毯

紅
線
で
織

っ
た
敷
物
は

こ

こ
に
描
か
れ
た
よ
う
な
地
方
民
間
作
製
の
錦
綾
を
中
央
が
吸
い
上
げ
る
形
態
は
、
中
唐
期
の
状
況
で
あ
る
の
で
、
唐
前
半
期
に
比
較
し

て
は
る
か
に
商
業

・
流
通
が
発
展
し
た
唐
後
半
期
の
時
代
相
に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
は
念
頭
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
様
の

形
態
は
、
少
な
く
と
も
玄
宗
期
に
は
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
先
述
の
と
お
り
、
『
六
典
』
戸
部
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
唐
政
府
は
州
別
に
貢

献
色
目
を
指
定
し
て
そ
れ
ら
を
調
達
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、

こ
う
し
た
貢
献
に
よ

っ
て
朝
廷
に
集
め
ら
れ
た
高
級
絹
織
物
は
、
朝
貢

の
回
賜
品
と
し
て
も
用

い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
、
な
ぜ
な
ら

ば
、
『
通
典
』
巻
六
、
食
貨
、
賦
税
下
に
は
玄
宗
期
の
七
貢
が
列
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
広
陵
郡

(揚
州
)
の
土
貢
に
は
、

広
陵
郡

貢
、
蕃
客
錦
炮
五
十
領
、
錦
被
五
十
張
、
半
膏
錦
百
段
、
新
加
錦
炮
二
百
領
、
青
銅
鏡
十
面
、
莞
繭
十
領
、
独
彙
細
綾
十
疋
、

蛇
床
子
七
斗
、
蛇
床
仁

一
斗
、
鉄
精

一
斤
、
免
綜
子

一
斤
、
白
芒
↑
五
斤
、
空
青
三
両
、
造
水
牛
皮
甲
千
領
井
袋
。
今
の
揚
州
な
り
。

と
あ
り
、
こ
こ
に
見
え
る

「蕃
客
錦
炮
」
と
は
、
第

二
節
の
国
書
文
中
に
見
た

「錦
衣
」
「錦
炮
」
に
相
当
す
る
と
思
わ

れ
る
か
ら
で
あ
る
..

唐
の
朝
廷
は
、
特
に
後
半
期
に
は
、
官
営
工
房
で
錦
綾
類
を
織
成
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
専
戸
か
ら
の
貢
献
に
よ

っ
て
も
大
量
の
高
級
絹

織
物
を
獲
得
し
て
お
り
、
外
国
使
節

へ
の
回
賜
の

一
部
は
そ
れ
ら
に
よ

っ
て
も
賄
わ
れ
て
い
た
。
絹
製
品
だ
け
で
な
く
、
唐
代
で
は
嶺
南
道

廉
州
の
監
珠
戸

(真
珠
)
、
洛
州
部
県
の
薬
物
、
嶺
南
道
梧
州
の
白
薬
子
、
揚
州

の
天
子
鏡

(銅
鏡
)
等
の
貢
献
戸
が
存
在
す
る
こ
と
は
、

す
で
に
宮
薗
和
禧
氏
に
よ

っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る

.婁
、
こ
れ
ら
の
貢
献
戸
は
、

一
生
そ
れ
ら
の
製
作
や
採
取
に
た
ず
さ
わ

っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
,
場
合
に
よ

っ
て
は
先
祖
代

々
の
専
業
、
さ
ら
に
は
聚
落
を
あ
げ
て
の
専
業
で
あ

っ
た
と
さ
え
思
わ
れ
る
。
彼
ら
は
第

一
次
産
業
に

は
従
事

し
な

い
、
も
し
く
は
そ
の
時
間
が
大
き
く
制
約
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
唐
政
府
が
彼
ら
か
ら
貢
献
額

を
五
〇
疋
を
上
限
と

し
て
買

い
上
げ
る
と
い
う
の
は
、
換
言
す
れ
ば
彼
ら
の
生
活
費
の
保
証
を
意
味
す
る
。
今
、
絹
五
〇
疋
を
税
額
で
換
算

す
れ
ば
、
調
は
丁
ご

と
に
二
分
の

一
疋
で
あ
る
の
で
、
百
丁
分

の
調
に
相
当
す
る
。

な
お
、
唐
後
半
期
に
な
る
と
、
藩
鎮
が
自
己
の
立
場
を
有
利
に
す
る
た
め
に
、
盛
ん
に
中
央

へ
の
貢
献
が
行
わ
れ
、

こ
れ
ら
は
進
奉
と
称

さ
れ
た
。
以
下
に
、
進
奉
の
事
例
を
伝
え
る
白
居
易
の
排
律
を
も
う

↓
首
掲
げ
て
お
く
。



繭
を
択
び
綜
を
繰
り
て
清
水
に
煮
る

繭
を
選
び
糸
端
を
繰
り
、
清
水
で
煮
て

え
ら

縣
を
棟
び
線
を
練
り
て
紅
藍
に
染
む

糸
を
選
ん
で
洗

い
、
紅
藍
で
染
め
る

染
め
て
紅
線
と
為
し
て
藍
よ
り
紅
た
り

染
め
て
紅
糸
に
す
る
と
、
そ
れ
は
紅
藍
よ
り
赤
い

織
り
て
披
香
殿
上

の
毯
と
作
す

そ
の
紅
糸
で
披
香
殿
の
上
の
敷
物
を
作
る
の
で
あ
る

披
香
殿
の
広
さ
は
十
丈
鯨

披
香
殿
の
広
さ
は
十
丈
以
上
も
あ
る
が

紅
線
織
り
成
し
て
殿
に
鋪
く
べ
し

紅
糸
を
織
り
上
げ
れ
ば
殿
上
に
敷
く
こ
と
が
で
き
る

練
綜
茸
茸
と
し
て
香
り
梯
彿
た
り

色
糸
は
ふ
さ
ふ
さ
と
茂
り
、
そ
の
香
り
は
風
に
た
だ
よ
い

線
軟
か
く
花
虚
に
し
て
、
物
に
勝

へ
ず

糸
は
柔
ら
か
く
花
模
様
は
淡
く
、
頼
り
な
げ
で
あ
る

美

人
踏
み
上
り
、
歌
舞
し
て
来
た
る

そ
の
上
を
宮
中
の
姫
が
踏
み
、
歌
い
舞
い
な
が
ら
や

っ
て
来
る

羅
機
繍
鮭
、
渉
に
随
ひ
て
没
す

薄
絹

の
足
袋
と
ぬ
い
と
り
の
あ
る
靴
は
、
歩
み
に
従

っ
て
こ
の
敷
物
に
沈
む

太

原
の
毯
は
濯
く
、
養
縷
は
硬
く

太
原
産

の
敷
物
は
ざ
ら
ざ
ら
し
て
、
毛
糸
は
か
た
く

蜀
都

の
褥
は
薄
く
、
錦
花
は
冷
か
な
り

蜀
都
産

の
し
と
ね
は
薄
く
、
花
模
様
の
錦
は
冷
や
や
か
で
あ
る

此

の
毯
の
温
く
且

つ
柔
か
な
る
に
如
か
ず

ど
ち
ら
も
紅
線
毯
の
温
か
く
て
柔
ら
か
な
の
に
は
及
ば
な
い

年
年
十
月
、
宣
州
よ
り
来
た
る

こ
の
敷
物
は
毎
年
十
月
に
宣
州
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る

宣
城
太
守
、
様
を
加

へ
て
織
ら
し
め

宣
州
の
長
官
が
、
デ
ザ
イ
ン
を
指
定
し
て
民
に
織
ら
せ

自
ら
謂
ふ
、
臣
と
為
り
て
能
く
カ
を
端
く
す
と

自
ら
は
、
臣
下
と
し
て
天
子
の
た
め
に
カ
を
尽
く
し
て
お
り
ま
す
と
い
う

百
夫
同
に
憺
ひ
て
、
宮
中
に
進
む

百
人
も
の
男
が

一
緒
に
か

つ
い
で
宮
中
に
運
ん
で
く
る

線

厚
く
綜
多
く
し
て
、
巻
く
こ
と
得
ず

多
く
の
糸
が
重
な

っ
て
厚
く
、
巻
く
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る

宣

城
太
守
、
知
る
や
知
ら
ざ
る
や

宣
州
の
長
官
は
果
た
し
て
知

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

一
丈
の
毯
は
千
両
の
綜
な
る
を

一
丈
の
敷
物
が
千
両
も
の
糸
で
で
き
て
い
る
こ
と
を

地
は
寒
き
を
知
ら
ず
、
人
は
暖
か
な
る
を
要
す

地
は
寒
さ
を
感
じ
な

い
が
、
人
は
体
を
暖
め
ね
ば
な
ら
な
い

人

の
衣
を
奪
ひ
て
地
の
衣
を
作
す
こ
と
少
れ

人
の
着
物
を
奪
い
取

っ
て
地
の
衣
を
作
る
こ
と
は
、
す
べ
き
で
は
な

い



租
調
庸
制
や
貢
献
制
に
よ
っ
て
中
央
に
も
た
ら
さ
れ
、
ま
た
は
官
営
工
房
で
製
作
さ
れ
た
財
貨
は
、
ど
こ
に
収
納
さ
れ
、
ど

の
よ
う
な
場

合
に
ど

こ
か
ら
供
出
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
唐
の
中
央
蔵
庫
に

つ
い
て
は
、
夙
に
加
藤
繁

・
日
野
開
三
郎
両
氏
が
触
れ
ら
れ
た
ほ
か
、
室

永
芳
三

・
中
村
裕

一
・
清
木
場
東
各
氏
の
専
論
が
あ
る
の
で

、
今
そ
れ
ら
を
参
考
に
し
て
整
理
し
て
み
た
い
。

そ
も
そ
も
、
唐
の
中
央
蔵
庫
に
は
、
国
庫
た
る
左

・
右
蔵
庫

(太
府
寺
左

・
右
蔵
署
管
轄
)
と
皇
帝
の
私
庫
的
性
格
を
有
す
内
蔵
庫

(内

侍
省
内

府
局
管
轄
)
と
が
存
在
し
た
。
前
者
が
漢
代
史
研
究
で
い
わ
れ
る
国
家
財
政
庫
に
、
後
者
が
帝
室
財
政
庫
に
相
当
し
、
ど
ち
ら
の
収

支
も
尚

書
省
戸
部
が
運
営
管
理
を
行

っ
た
。

さ
て
、
『
六
典
』
巻

二
〇
、
太
府
寺
太
府
卿
の
条
に
、

諸
州
の
庸
調
及
び
折
租
等

の
物
の
、
応
に
京
に
送
る
べ
き
者
は
、
並
び
に
左
蔵
に
貯

へ
、
其
の
雑
送
物
は
、
並
び

に
右
蔵
に
貯
ふ
。

と
あ
り
、
こ
こ
に
見
え
る

「雑
送
物
」
は
、
同
書
太
府
寺
右
蔵
署
の
条
に
、

雑
物
州
七
、
安
西

・
干
閲

の
玉
、
饒

・
道

・
宣

・
永

・
安
南

・
畠
等
の
州

の
銀
…
…
凡
そ
四
方
の
献
ず
る
所
の
金

・
玉

・
珠
貝
、
玩
好

の
物
は
、
皆
之
を
蔵
す
。

と
あ
る

「金

・
玉

・
珠
貝
、
玩
好
物
」
の
類
を
指
す
。
こ
れ
ら
の
物
品
は
、
同
じ
く
太
府
寺
太
府
丞
の
規
定
に
、

〔注
〕
貞
元
中
、
宣
州
、
開
様
加
縣
毯
を
進
む

『
六
典
』
戸
部
、
江
南
道
の
貢
に
は
宣
州

の
白
紆
布

・
綺
が
載
せ
ら
れ
、
『
通
典
』
賦
税
下
で
は
、
宣
州

(宣
城
郡
)

の
貢
は
白
綜
布
十
疋

と
さ
れ
、
い
ず
れ
も
紅
線
毯
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
『
元
和
郡
県
図
志
』
巻
二
八
、
江
南
道
四
、
宣
州
の
貢
賦
の
条

に
は
、

開
元
の
貢

白
綜
布

貞
元
よ
り
後
、
常
貢

の
外
に
、
別
に
五
色
の
線
毯
及
び
綾
綺
等
を
進
す
。

と
あ
り
、
こ
の

「五
色
の
線
毯
」
が
白
居
易
詩
の
紅
線
毯
に
あ
た
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
白
詩
は
、
貞
元
年
間
よ
り
始
ま

っ
た
宣
州

の
常
貢
以
外
の
進
奉
を

モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五

蔵

の

出

納



凡
そ
元
正

・
冬
至
に
貢
ず
る
所
の
方
物
の
、
応
に
殿
庭
に
陳
す
べ
き
者
は
、
受
け
て
之
を
進
む
。

と
あ
る

の
で
、
地
方
か
ら
の
土
貢
品
と
見
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
唐
で
は
、
租
庸
調
と
そ
の
折
納
物
は
左
蔵
に
、
貢
献
物
は
右
蔵
に
収
納
さ

れ
る
た
て
ま
え
で
あ
り
、
そ
し
て
右
蔵
署
の
条
に

「安
西

・
干
聞
の
玉
」
と
記
さ
れ
、
さ
ら
に
第
一
節
で
見
た

「遠
夷

の
貢
献
」
が
土
貢
の

一
部
と
と
ら
え
ら
れ
た
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
外
国
か
ら
の
朝
貢
品
も
右
蔵
に
収
蔵
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
な
ら
ば
、
官
営
工
房
で
製
作
さ
れ
た
高
級
絹
製
品
や
金
銀
工
芸
品
は
ど

こ
に
収
蔵
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
述
の
と
お
り
、
そ
れ

ら
は
少
府
監
の
諸
房
で
製
作
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
『
六
典
』
巻
一
=
一、
少
府
監
の
職
掌
を
見
る
と
、

凡
そ
天
子
の
服
御
、
百
官

の
儀
制
、
展
采
備
物
は
、
其
の
属
を
率
い
て
以
て
供
す
。

と
あ
る
。
「展
采
」
と
は
、
采
は
幣
用
を
指
し
、
儀
式
に
お
け
る
幣
畠
を
陳
設
す
る
の
意
で
あ
る
。
少
府
監
の
属
官
は
こ
れ
ら
の
製
造
と
管

理
を
掌

る
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
中
尚
署
の
圭
壁
、
乗
輿
の
器
玩
、
中
宮

の
服
飾
等
、
左
尚
署
の
酪

・
賛

・
華
蓋
等
の
乗
り
物
、
右
尚

署
の
鞍
轡
、
織
染
署
の
冠
星
等

々
で
、
多
く
は
天
子

・
中
宮

・
皇
太
子
等
の
使
用
物
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
宝
貨
は
左

・
右
蔵
庫

に
で
は
な
く
、
『
六
典
』
巻

一
二
、
内
侍
省
内
府
局
に
、

内

府
令
は
、
中
宮
蔵

(新
旧
両
志
は

「中
蔵
」
に
作
る
)
の
宝
貨
の
給
納

の
名
数
を
掌
る
。

と
職
掌
が
記
さ
れ
る
内
蔵
庫
に
収
納
さ
れ
た
と
見
て
ま
ず
大
過
な
い
で
あ
ろ
う

。

こ
れ
ら
の
宝
貨

の
製
造
原
料
は
、
『
六
典
』
少
府
監
の

属
官
に
は
し
ば
し
ば

「出
だ
す
所
の
方
土
よ
り
時
を
以
て
支
送
す
」
と
記
さ
れ
る
の
で
、
主
と
し
て
租
税
の
折
納
品
が
利
用
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る

(前
掲
第
三
節
参
照
)
。

一
方

、
蔵
庫
か
ら
の
供
出
は
と
い
う
と
、
百
官
の
俸
禄
等
は
左
蔵
庫
よ
り
支
給
さ
れ
る
が
、
『
六
典
』
内
侍
省
内
府

局
の
条
に
、

凡
そ
朝
会
に
て
、
五
品
已
上
に
絹
及
び
雑
練

・
金
銀
器
を
殿
庭
に
賜
は
る
者
は
、
並
び
に
之
を
供
す
。
諸
将
の
功
有
る
、
並
び
に
蕃
酋

の
辞
還
の
賜
も
、
亦
た
之
の
如
し
。

と
あ
り
、
『新
唐
書
』
百
官
志
二
、
内
府
局
の
条
は
、

凡
そ
朝
会
の
五
品
已
上
及
び
功
有
る
の
将
士
、
蕃
酋

の
辞
還
は
、
皆
庭
に
賜
ふ
。

と
し
て

い
る
の
で
、
外
国
使
節
が
帰
国
の
た
め
に
京
師
を
離
れ
る
際
の
辞
見
の
儀
で
は
、
殿
庭
に
賜
物
が
用
意
さ
れ
て
授
与
さ
れ
、
そ
れ
は

内
侍
省
内
府
局
の
宝
貨
が
用

い
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
内
府
局
の
宝
貨
と
は
内
蔵
庫

の
収
蔵
物
に
ほ
か
な
ら
ず
、
天
子
の
賜
物
は
内
蔵
庫



か
ら
供
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
外
国
使
節

へ
の
賜
物
も
同
等
に
扱
わ
れ
る
の
で
あ
る
、
と
す
れ
ば
、
外
国
元
首
宛
て
の
物
品
も
や
は
り

「賜
」

と
さ
れ

る
の
で
あ
る
か
ら

(前
掲
第
二
節
参
照
)、
唐
の
国
信
物
も
内
蔵
庫
の
供
出
に
よ
る
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら

に
は
、
『
唐
会
要
』
巻
六
、
和
蕃
公
主
、
雑
録
に
、

開

元
二
十

一
年

(七
三
三
)
正
月
、
工
部
尚
書
李
嵩
に
命
じ
、
節
を
持
し
て
吐
蕃
に
干
か
し
む
。
国
信
物

↓
万
匹
、
私
観
物
二
千
匹
を

以

て
し
、
皆
、
雑
づ
る
に
五
練
を
以
て
し
、
之
を
遣
は
す
。

と
見
え
る
、
唐
か
ら
外
国
に
派
遣
さ
れ
る
使
節
が
持
参
す
る
私
観
物
も
、
内
蔵
庫
の
蔵
物
が
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

.
私
観
物
と
は
、

国
信
と
は
別
に
、
当
時

の
外
交
使
節
が
個
人
的
に
相
手
国
元
首

・
高
官
に
贈
る
た
め
に
持
参
す
る
進
物
で
あ
る

。

要
す
る
に
、
外
国
使
節

へ
手
渡
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ
、
唐
の
使
節
が
持
参
す
る
も

の
で
あ
れ
、
朝
貢

の
形
式
に
沿

っ
て
国
外
に
も
た
ら
さ
れ
る
物
品
は
す

べ
て
内
蔵
庫

か
ら
供
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
、
こ
こ
で
問
題
と
な

る
の
は
、
右
蔵
庫
と

内
蔵
庫
と
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
前
節
で
見
た
広
陵
郡

(揚
州
)
土
貢
の

「蕃
[客
錦
抱
」

の
よ
う
に
、
国
信
物
に
は
明
ら
か
に
貢
献
品
も
使
用
さ
れ
、
そ

し
て
貢
献
品
は
右
蔵

庫
収
納
が
原
則
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
貢
献
品
は
ま

ず
右
蔵
庫
に
収
納
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
必
要
に
応
じ
て
内
蔵
庫
に
移
管
さ
れ
た
と
考

え
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の

「移
管
」
の
手
続
き
は
、
清
木
場
東
氏
に
よ
れ

ば
、
内
侍
省
計
上

・
請
求
↓
中
書

・
門
下
省
審
理
↓
戸
部

(金
部
)
支
出
手
続
き
↓

太
府
寺
左

・
右
蔵
署
支
給
↓
内
侍
省
内
府
局
受
領
、
の
ご
と

く
で
あ
る

.
以
上

の
考
察
を
図
示
す
れ
ば
、
図
2
の
ご
と
く
で
あ
る
。

さ
て
、
図
2
は

『
六
典
』
記
載
時
期
の
構
造
で
あ
る
が
、
こ
の
図
に
つ
い
て
は

一

言
付
け
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
節
で
触
れ
た
進
奉
の
隆
盛
に
関
す
る
点
で
あ
る
。

唐
の
進
奉
は
、
武
則
天
末
年
に
そ
の
萌
芽
が
見
ら
れ
、
玄
宗
期
に
活
発
化
し
て
大
盈

庫

・
環
林
庫

の
両
内
蔵
庫
が
成
立
し
た
。

こ
れ
ら
は
、
そ
れ
ま
で
の
内
蔵
庫
と
比
較

図2朝 貢物品交換概念図



近
年

の
中
国
史
学
界
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る

「唐
宋
変
革
」
論
は
、
唐
後
半
期
か
ら
北
宋
期
ま
で
の
比
較
的
に
長

い
時

期
を
研
究
対
象
と
し

て
、
そ
こ
で
生
じ
た
種
々
の
社
会
構
造
変
容
を
取
り
上
げ
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
う
し
た
視
点
か
ら
見
た
場
合
、
小
論
に
最
も
深
く
係
わ
る
社

会
変
化

の

一
つ
は
、
お
そ
ら
く
絹
用
生
産

の
飛
躍
的
な
発
展
と
い
う
現
象
で
あ
ろ
う
。

五
代

・
宋
代
の
絹
織
物
工
業
の
発
達
が
、
唐
後
半
期
の
状
況
を
基
礎
と
し
て
成
り
立

っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
夙
に
高
橋
泰
郎

・
厳

耕
望
両
氏
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る

。
そ
れ
は
、
唐

・
宋
両
王
朝
の
国
家
歳
入
に
お
け
る
布
吊
量

の
比
較
に
よ

っ
て
も
裏

付
け
ら
れ
て
お
り
、
松
井
秀

一
氏
に
基
づ

い
て
そ
れ
を
示
せ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る

。

〔唐

・
天
宝
年
間
の
歳
入
〕

(『
通
典
』
巻
六
、
食
貨
、
賦
税
下
)

糸
錦
を
出
す
郡
県
の
丁
の
庸
調
の
絹
…
…
七
四
〇
万
疋

〃

錦
…
…

一
八
五
万
屯

(
一
屯
　
六
両
、

一
一
一
〇
万
両
)

布
を
出
す
郡
県
の
丁
の
庸
調
の
布
…
…

一
〇
三
五
万
端

租

の
折
納
布

(江
南
)

五
七
〇
万
端

む

す

び

に

か

え

て
　

絹

製

品

貢

献

地

域

の

移

動

1

し
て
左

・
右
蔵
庫
か
ら
の
独
立
性
が
強
く
、
天
子
私
蔵
の
内
庫
と
し
て
の
性
格
が
濃
い
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
安
史

の
混
乱
に
よ

っ
て

こ
の
両
内
蔵
庫
が
国
庫
機
能
を
果
た
す
異
常
事
態
が
生
じ
た
が
、
両
税
法
施
行
に
と
も
な

っ
て
内
蔵
庫
は
再
び
国
庫
の
管
理
下
に
置
か
れ
、

唐
前
半
期
の
よ
う
に
内
蔵
庫
は
皇
帝
中
心
の
私
的
な
用
途
を
扱
う
も
の
と
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
節
度
使
の
進
奉
が
隆
盛
す
る
と
、
進
奉
は

内
蔵
庫

に
直
接
入
る
た
め
に
再
度
そ
の
財
力
が
高
ま
り
、
内
蔵
庫
は
国
庫

の
予
備
庫
的
性
格
を
有
す
る
よ
う
に
な
り
、
唐
末
ま
で
国
家
財
政

援
助
の
機
能
を
果
た
し
た
の
で
あ
る

。

つ
ま

り
、
唐
後
半
期
に
は
右
蔵
庫
が
有
名
無
実
化
し
、
そ
の
機
能
を
内
蔵
庫
が
担
う
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
り
、
図
2
で
い
え
ば
、
わ
れ

わ
れ
は
右
蔵
庫
と
内
蔵
庫
と
が

一
体
化
さ
れ
た
図
式
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
図
2
は
、
律
令
国
家
収
支
体
制

が
そ
う
し
た
後
半
の

構
造

へ
と
向
か
う
過
渡
期
の
形
態
な
の
で
あ
る
。



こ
の
統
計
に
基
づ
い
て
唐

・
宋
の
国
家
歳
入
を
比
較
す
る
と
、
唐

・
玄
宗
期
に
は
絹
畠
よ
り
も
麻
布
の
歳
入
が
勝
る
が
、
宋
代
に
は
麻
布

は
四
分

の

一
程
度
に
激
減
し
、
そ
の
代
わ
り
に
絹
畠
類
と
糸

・
錦
は
約
二
倍
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う

な
変
化

は
、

い
か
な
る
現
象
を
背
景
に
し
て
起
こ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
ま
試
み
に
、
小
論
で
取
り
上
げ
た
貢
献
制
に
注
目
し
て
、
唐

・
玄
宗
期
の
絹
織
物
と
金
銀
の
貢
献
地
を
地
図
に
載
せ
て
み
る
と
、
図
3

の
ご
と
く
で
あ
る

。
絹
織
物
の
貢
献
地
は
黄
河
下
流
域
と
四
川
地
方
に
、
金
銀
の
貢
献
地
は
広
東
省
か
ら
広
西
壮
族
自
治
区
に
か
け
て

の
地
域

と
四
川
に
多
く
集
中
し
て
い
る
。
蚕
桑

・
絹
皐
生
産
の
主
要
地
域
が
黄
河
下
流
域

で
あ
る
の
は
、
漢
代
以
来
の
伝
統
を
受
け
継

い
だ

も

の
で
あ
る
。
図
3
の
依
拠
史
料
の

一
つ
に

『
通
典
』
食
貨
、
賦
税
下
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

「蕃
客
錦
抱
」
を
貢
献
し
た
広
陵
郡

(揚

州
)
が

こ
の
地
図
に
載
せ
ら
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
元
積

「織
婦
詞
」
詩

の
荊
州
お
よ
び
白
居
易

「練
綾
」
詩
の
越
州
も
こ
の
段
階
で

見
え
て

い
る
。

一
方
、
唐
末

・
五
代

・
北
宋
初
期
に
お
け
る
同
じ
貢
献
地
を
地
図
に
載
せ
て
み
れ
ば
、
図
4
の
ご
と
く
で
あ
る
。
両

図
を
比
較
し
て
わ
か

る
と
お
り
、
金
銀
の
貢
献
地
に
は
さ
ほ
ど
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な

い
が
、
絹
織
物
の
貢
献
地
が
長
江
下
流
域
か
ら
浙
江

省
方
面
に
大
き
く

拡
大
し

て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
詩
文
史
料
も
駆
使
し
て
唐
代
の
栽
桑

・
養
蚕
の
状
況
を
地
域
別
に
詳
し
く
分
析
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
地
図

に
示
さ
れ
た
松
井
秀

一
氏
の
研
究
で
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

。

こ
れ

に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
唐
後
半
か
ら
宋
代
に
至
る
時
期

の
絹
畠
生
産
量
の
増
大
は
そ
の
生
産
地
の
拡
大
を
主
要
な
背
景
と
し
て

租
粟
三
〇
〇
万
石
の
折
充
絹
布

二
〇
〇
万

(端

・
疋
)

〔宋

・
元
豊
年
間
末
の
歳
入
〕
(『
宋
会
要
輯
稿
』
食
貨
六
四
)

錦
綺

・
羅

・
綾

五
七
万
疋

絹

=

一二
六
万
疋

紬

三
五
六
万
疋

絶

一
二
万
疋

(以
上
計

一
六
五

一
万
疋
)

糸

・
綿

二
〇
二
九
万
両

布

四
八
五
万
疋



図3唐 ・玄 宗期 に おけ る貢献 品 の貢 献地

〔典 拠 〕『六 典」 巻3、 戸 部、貢(開 元25年 、737年)

「通 典 』巻6、 食 貨、賦税 下、貢(天 宝元 ～2年 、742～3年)

「元 和郡 県 図志 」開 元貢(開 元28年 、740年)



図49～10世 紀における貢献品の貢献地

〔典拠〕『元和郡県図志』元和貢(元和3～8年 、808～813年)

「太平褒宇記」土産(唐 末～五代)



い
る
こ
と
、
特
に
高
級
絹
織
物
の
産
地
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
南
方
に
移
動
し
て
ゆ
く
こ
と
を
、
知
り
え
る
の
で
あ
る
。
玄
宗
以
降
の
貢

献

(特

に
進
奉
)
の
隆
盛
化
に
は
、
こ
う
し
た
現
象
が
背
景
に
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
し
て
中
央
に
集
中
さ
れ
た
高
級
絹
織
物
は
、

内
蔵
庫

か
ら
供
出
さ
れ
て
外
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
九
世
紀
に
は
唐
国
内

の
商
業
が
発
展
し
、
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
中
国
貿
易
商
人
が
海
外
に
進
出
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
多
く

の
研
究

に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

。
唐
政
府
は
、
彼
ら
を
全
く
野
放
図
に
す
る
訳
に
は
ゆ
か
な

い
の
で
、
し
ば

し
ば
取
り
締
ま
り
法

令
を
発
す
る
が

(『
冊
府
元
亀
』
巻
九
九
九
、
外
臣
部
互
市
、
太
和
五
年
六
月
詔
、
開
成
元
年
京
兆
府
奏
等
)
、
も
は
や
貿
易
は
朝
貢
に
よ

る
時
代

で
は
な
く
な

っ
て
き
た
。
や
が
て
唐
が
滅
亡
し
、
中
国
が
五
代
十
国
の
分
裂
期
に
入
る
と
、
こ
の
傾
向
に
は
い

っ
そ
う
拍
車
が
か
け

ら
れ
る
。
政
府
が
消
滅
し
、
ま
た
は
そ
の
求
心
力
が
弱
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、

一
面
で
は
貢
献
地
側
か
ら
み
れ
ば
最
大

の
生
産
品
納
入
先
が

失
わ
れ

た
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
り
、
行
き
先
を
失

っ
た
絹
織
物
が
新
し
い
購
入
先
を
求
め
て
動
く
の
は
、
む
し
ろ
当
然
な
の
で
あ
る
。

そ
の

一
方
で
、
長
江
下
流
域
と
浙
江

地
方
の
絹
織
物
生
産
量
は
さ
ら
に
高
ま

っ
て
い
っ
た
。
日
野
開
三
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
両
漸
地
方
の
絹
は
、

北
宋
の
慶
暦
二
年

(
一
〇
四
二
)
に
は
越
州

の
み
で
税
絹

一
二
万
疋
、
和
買
絹

(銭
で
民
間
よ
り
買
い
上
げ
る
絹
)
二
〇
万
疋
を
収
納
し
、

杭
州
で
は
煕
寧
八
年

(
一
〇
七
五
)
に
十
余
万
疋
を
預
買

(政
府

の
前
貸
し
に
よ
る
絹
買
い
上
げ
)
し
た
と
い
う

。

銭
塘

江
河

口
域
は
、
九
世
紀
に
は
す
で
に
東
ア
ジ
ア
海
上
貿
易

の

一
つ
の
拠
点
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
貿
易
圏
は
日
本
に
も
及
ん
で
い
た
。

日
本
滞
在

の
唐
僧
義
空
に
宛
て
た
書
簡
、
お
よ
び
関
連
す
る
書
簡
合
計

一
八
通
も
の
史
料
が
、
そ
れ
を
如
実
に
物
語

っ
て
い
る

。
五
代

十
国
期

の
呉
越
国
と
の
関
係
や
、
そ
の
特
産
品

「錦
綺
」
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
は
、
わ
が

『
本
朝
文
粋
』
巻
七
所
収

「為
清
慎
公
報
呉
越

王
書
」

(天
暦
元
年
、
九
四
七
)
と

「為
右
丞
相
贈
大
唐
呉
越
公
書
」

(同
七
年
、
九
五
三
)
の
国
書
二
通
な
ど
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る

。

宋
代
に
は
、
銭
塘
江
河
口
域
は
福
建
方
面
の
商
業
圏
と
も
連
動
し
て
い
た
。
そ
の
史
料

の

一
例
と
し
て
は
、
浙
江

省
寧
波

の
天

一
閣
所
蔵
に

な
る
日
宋
関
係
史
料
の
石
碑
三
点
の
う
ち

の

一
点
が
あ
げ
ら
れ
る

。
こ
れ
は
、
建
州
を
本
貫
と
し
、
博
多
に
在
住

し
た
宋
商
人
が
、
明

州

(寧
波
)
の
寺
院
参
詣
路
補
修
の
費
用
を
寄
進
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
刻
さ
れ
た
石
碑
な

の
で
あ
る
。

こ
う

し
た
動
向
は
、
長
江
下
流
域
か
ら
浙
江

省
に
か
け
て
の
地
域
の
経
済
隆
盛
化
と
無
関
係

で
は
あ
り
え
な
い
。
日
本
史
で
い
う
遣
唐
使

か
ら
日
宋
貿
易

へ

(朝
貢
か
ら
民
間
貿
易

へ
)
の
移
行
も
、

一
面
で
は
、
中
国
に
お
け
る
絹
畠
生
産
地
の
移
動
と
生
産
量

の
飛
躍
的
な
発
展
、

お
よ
び
財
貨
の
中
央
集
中
力
の
弱
体
化
と
い
う
動
向
と
連
動
し
た
現
象
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
唐
後
半
か
ら
五
代

・



(
1
)

浜
下
武
志

『
近
代
中

国

の
国
際
的
契
機
』
(東
京
大
学

出
版
会
、

一
九
九
〇
年
)
、
同

『
朝
貢

シ

ス
テ

ム
と
近
代

ア
ジ

ア
』
(岩
波

書
店
、

一
九
九
七
年
)
。

(
2
)

石
見
清
裕

『
唐

の
北
方
問

題
と
国
際
秩
序
』

(汲
古
書

院
、

一
九
九

八
年
)
第

三
部
、
同

「唐

の
国
書
授
与
儀
礼

に

つ
い
て
」

(『
東
洋
史
研
究
』

五
七

-
二
、

]
九
九

八
年
)
参
照
。

(
3
)

唐

王
朝
が
発
給
し
た
国
書

で
ほ
ぼ
全
文
を
採
録

し
た

も

の
は
、
管

見
の
限
り
で
は
九

五
通
を
数

え
る
。
詳
細

は
石
見

「唐
朝

発
給

の

「
国
書

」

一
覧

」

(『
ア
ジ

ア
遊
学
』
三
、

「
九
九

九
年
)
、
ま
た

国
書

の
授

与
方
法
に

つ
い
て
は
、
前
掲

「唐

の
国
書
授
与

儀
礼
に

つ
い
て
」
参

照
。

(
4
)

日
野
開
三
郎

『
唐
代
租

調
庸

の
研
究
』
色
額
篇

(
私
家

版
、

一
九
七
四
年
)
、

四

一
六
～
四

一
九
頁
。

(
5
)

高
橋
継
男

「新

唐
書
食
貨
志

記
事

の
典

拠
史
料
覚
書

(二
)
」

(栗

原
益
男
先
生
古
稀

記
念
論
集

『
中

国
古
代

の
法

と
社
会
』
、
汲

古
書
院
、

一
九

八
八

年
)
、

註

(
5
)
参
照
。

(
6
)

大
津
透

「
課
役
制
と
差
科

制
」

(池
田
温
編

『
中
国

礼
法

と
日
本
律
令
制
』
、

東
方
書
店
、

↓
九
九

二
年

)
、

二
七
〇
頁
。

(
7
)

戴
建

国

「
天

一
閣
蔵
明
抄
本

《
官
品
令
》
考
」

(『
歴
史
研
究
』

一
九
九

九

⊥

二
)
。

(
8
)

戴
建

国

「
天

一
閣
蔵

《
天
聖
令

・
賦
役
令
》
初
探

(上
)
」

(『
文
史
』

二
〇
〇

〇

1
四
)
。

(
9
)

大
津
透

「
北
宋
天
聖
令

・
唐

開
元
二
十
五
年
令
賦
役
令

」

(『
東
京
大
学

日
本
史

学
研
究
室
紀
要
』

五
、

二
〇
〇

↓
年
)
。

(
10
)

殿
本

・
十
通

本

『
通
典
』

は

「数
者
蓋
修

令
後
続
配

」
八
字

は
脱
。

北
宋
刊
本
影
印

本

(汲
古
書
院

、

一
九

八
〇

年
)
は
判
読

困
難

の
文
字
が
あ

る

が

(高

橋
継
男
前
掲
論
文
、

三
五

一
頁
お
よ
び
註

(
5
)
参

照
)
、
今
は
中
華
書

局
標
点

本

(
一
九
八

八
年

)
、

一
一
二
頁

の
釈
文

に
し
た
が
う
。

(
H
)

唐

の
貢

献
制
に

つ
い
て
は
、
曽
我

部
静
雄

「唐
時
代

の
貢

献
制
度
」
(『
文
化
』
三
六

1

一
・
二
、

↓
九

七
二
年
)
、
宮
薗
和
禧

『
唐

代
貢
献
制

の
研
究
』

(九
州
共
立
大
学

地
域

経
済
研
究
所
、

一
九

八
八
年
)
等
が
あ

る
。

小
論

で
は
宮
薗
氏

の
研
究

に
負

う
と

こ
ろ
が
大

き

い
。

宋
代
に
か
け
て
の
こ
の
変
動
は
、
「朝
貢
」
と
い
う
用
語
で
連
想
さ
れ
る
国
際
体
制
が
、
実
際
に
政
府
使
節
団
が
派
遣
さ
れ
て
物
品
を
交
換

す
る
方
法
か
ら
、
商
人
に
よ
る
国
際
貿
易
体
制
の
基
本
ル
ー
ル
を
示
す
も
の

へ
と
性
格
を
変
化
さ
せ
た
、
そ
の
変
革
期
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

註



(
12
)

和
刻
本
漢
詩
集

成

『
白
氏

文
集
』
、
続

国
訳
漢
文
大
成

『
白
楽

天
詩
集
』

(国
民
文
庫
刊

行
会
、

一
九

二
八
年
)
を
参
照

し
た
。
後
掲

「紅

繍
毯
」
詩

も

同
じ
。

(
13
)

宮
薗
、

前
掲
書
三

二
～
三
ヒ

頁
.

(
14
)

加
藤
繁

『
唐

宋
時
代

に
於
け

る
金

銀

の
研
究
』

一

(東
洋

文
庫

、

一
九

二
五
年
)
、

七
三
頁
以
下
、

日
野
開

三
郎

『
唐

代
租
調
庸

の
研
究
』
色

額
篇
、

四
七
九
～
四

八
〇
頁
、
同

『
支

那
中
世

の
軍
閥
』

(
三
省
堂
、

一
九
四

二
年
、

『
日
野
開

三
郎
東
洋
史
学

論
集
』

一
、
三

一
書
房

、

一
九

八
〇

年
)
、
論

集

二

一ヒ
～

一
二
八
頁
、

同

「
五
代
藩
鎮

の
挙
糸
絹

と
北
宋
朝

の
預
買
絹
」

(『
史
淵
』

,
五

・
一
六

、

一
九
三

七
年
、
同
論
集

五
、

一
九

八
二
年
)
、

論
集

一..八
九
～

三
九
〇
頁
、
室

永
芳
三

「唐

末
内
庫

の
存
在
形
態

に

つ
い
て
」

(『
史
淵
』

一
〇

一
、

一
九
六
九
年

)
、
中
村
裕

,

「唐
代
内
蔵
庫

の
変

容

ー
進

奉
を
中
心

に
ー

一
(『
待
兼

山
論
叢
』
四
、

一
九

七

一
年
)
、
清
木
場
東

『
帝
賜

の
構
造
』

(中
国
書
店
、

一
九

九
七
年
)
第

一
編
第

二
章
第

二
節

「銭
物

の
支

出
体
制
」

(初
出

、
九

八
七
年
)
,
出
納

の
帳
簿

・
木
契
勘
合
な
ど
金
部

・
太

府
寺

の
実
務
運
営

に

つ
い
て
は
、
清
木
場
論

文
参

照
。

(
15
)

栄
新
江
氏

は
、

一
九
七
〇
年

に
西
安
何
家
村

で
出
土

し
た
大
量

の
金
銀

器

の
持
ち
・モ
の
入
手
経
路
と

し
て
、
賞
賜

・
貨

買

・
発
掘

・
家
世

収
蔵

の
四

方
法

を
想
定

し
、

こ
の
う
ち
賞
賜

で
あ

る
場
合

に
は
、

小
論
と
同
様

に
、

そ

の
製
作
場
所

は
少
府

監
掌
冶
署
と
中
尚
署

、
保
管
場
所

は
内
侍

省
内
府
局

と
さ

れ
る
.
栄
新

江

「
何
家

村
害
蔵
与
唐

長
安
的
物
質
文

化
」

(国
際

シ
ン
ポ

ジ
ウ

ム

『
東

ア
ジ

ア
の
都
市
史
と
環
境
史

-
新

し

い
世
界

へ
ー
』
、
二
〇

C

五
年

三
月
五

・
六

目
、
中
央
大
学

後
楽

園
キ

ャ
ン
パ

ス
、
提

出
論
文

二
七
二
頁
)
。

(
16
)

中
村
裕

一
、
前
掲
論
文
、

一
三
九

頁
。

(
17
)

私
観

の
研
究

は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
管

見

の
限
り

で
は
、
章
草

「
出
使
与
対
外
関
係

」

(同
氏

『
唐
史
札
記
』
第

二
冊
、
台
湾

・
学
海
出
版
社
、

二
〇
〇

〇
年
)

で

.
部
触
れ
ら

れ
て

い
る

に
す
ぎ

な

い
。
た
だ

し
、
李
成
市
氏

に
よ
る
正
倉

院
所
蔵

の
八
世
紀
新
羅
将
来

「藍

貼
布
記

」
と

「
買
新

羅
物
解
」

の
分
析

(李

『
東

ア
ジ

ア

の
圭
権
と
交
易

』
、
青
木
書
店
、

一
九
九
七
年
)
、

お
よ
び
土
肥
義
和

氏
に
よ
る
唐
末

の
唐

・
回
鵤
間

の
漢
文
会
計

文
書
断
簡

(
S
八
四
四

四
)

の
分
析

(土

肥

「敦
捏

発
見
唐

・
回
鵤
間
交
易
関

係
漢
文
文
書

断
簡
考
」
、
栗
原
益
男

先
生
古
稀

記
念
論
集

『
中
国
古
代

の
法

と
社

会
』
、
汲

古
書

院
、

一
九
八
八
年
)

の
両
研
究
は
、
唐
流

の
壬
.口
い
方

を
す
れ
ば

「私
観
」

に
相

当
す
る

の
で
は
な

い
か
と
考
え

て
い
る
.、

(
18
)

清

木
場
、
前
掲

書
第
三
編
第

一
章
第
三
節

「
賜

の
構
造

」
(
初
出

一
九
九

六
年
)
、
特

に
四

=

～
四

一
七
頁
。
ま
た
中
村
裕

一
氏
は
、
外

国
か
ら

の

朝
貢
品

で
も

,
度

は
太
府
寺

の
管
理
下

に
置
か
れ
る
が
、

必
要
量
だ
け
が
随
時
左

・
右
蔵
庫

か
ら
内

蔵
庫

に
移
管
さ
れ

た
と
考

え
る
方
が
妥
当

と
さ
れ

る

(中
村

、
前

掲
論
文
、

一
四

一
頁

)。



(19
)

前
掲
、
室
永
芳

三

・
中

村
裕

一
両
論
文
、

(20
)

高

橋
泰
郎

[唐

代
織
物

[
業
雑
考

」

(『
東

亜
論
叢
』

五
、
東
京

文
求
堂
、

一
九
四

】
年

)
、
厳
耕

望

「唐
代
紡

織
工
業
之

地
理
的
分
怖

一
(『
唐
史

研

究
叢
稿
』
、
新

亜
研
究

所
、

一
九
六

九
年
)
,

(21
)

松
井
秀

一

皿唐
代

に
お
け
る
蚕
桑

の
地
域
性

に

つ
い
て

ー
律
令
制
期

の
蚕
桑
関
係
史
料
を
中
心

に
ー
」

(『
史
学
雑
誌
』

八
五

-
九
、

「
九
七
六
年
)
..

な
お
松
井

論
文
は
、
宋
代

の
統
計

に

つ
い
て
は
梅
原
郁

「北
宋
時

代

の
布
皐
と
財
政

問
題

ー
和
預
買
を
中

心
に

ー
　
(『
史
林
』

四
七

-
二
、

一
九

六
四

年
)

に
依
拠

し
て

い
る
.

(
22
)

.目ハ献
地

の
検
索

に
は
、
宮
薗
和
禧
前
掲
書

お
よ
び
佐
藤
武
敏

「唐
代

に
お
け
る
絹
織
物

の
産
地

」

(大
阪
市
立
大
学
文
学
部
紀

要

『
人
文
研
究
』

二
五

一
〇
、

一
九
七
三
年
)
も
参
考

に
し
た
.

(
23
)

松
井
、
前
掲

論
文
、
特
に
し

～

一
三
頁

の
地
図
参
照
。

(
24
)

、
部
を
あ
げ

る
に
と
ど
め
る
が

、
山
内
晋
次

『
奈

良
平
安
期

の
日
本
と

ア
ジ
ア
』
第

一
部
第

四
章

「九
世
紀
東

ア
ジ

ア
に
お
け
る
民
衆

の
移
動

と
交

流

-
遺

賊

・
反
乱
を

お
も
な
素
材
と

し
て

ー
」

(吉
川

弘
文

館
、
二
〇
〇

三
年

、
初
出

一
九
九
六
年

)
、
呉
玲

「九
世
紀
唐

日
貿

易
に
お
け

る
東

ア
ジ
ア

商

人
群

」

(『
ア
ジ

ア
遊
学
』

三
、

一
九
九

九
年
)
、

馬

一
虹

}古

代
東

ア
ジ

ア

の
な
か

の
通
事

と
訳
語

」

(『
ア
ジ

ア
遊

学
』
三
、

一
九
九
九
年
)
等

、、

な

お
、
村

上
史
郎

「九

世
紀

に
お
け

る
日
本

律
令

国
家

の
対
外
意

識
と
対
外
交

通
」

(『
史
学
』
六
九

ー

「
、

「
九
九
九
年

)
は
、
通
事

の
活
動

に
は
あ

る
程
度

政
府
側

の
承

認
や
意
向
が
反
映
さ

れ
て

い
る
と
さ

れ
る
.、
ま
た
、
李
侑
珍

「九
世
紀
、
唐

・
新

羅

・
日
本

の
交
易

と
商

人
」

(『
国
学
院
大

学
大

学
院
紀

要

--
文
学
研
究
科

-」

三
五
、

二
〇
〇
四
年
)

は
、
九
世
紀
前
半

の
貿

易
は
張
宝
高
を
中

心
と
し
た
新
羅
商

人
が
、
後
半
は
多
様
化

し
た
が
、

唐
商
人

が
主
導
し
た
と
さ
れ

る
,

(
25
)

日
野
開
三
郎

「
五
代
呉
越
国

の
対
中
原
朝
貢
と
海
上
貿
易

」
、
特
に
第
七
章

「海
上
貿
易

」

(『
日
野
開

三
郎
東
洋
史
学

論
集
』

一
〇
、

三

一
書
房

、

一

九

八
四
年
)..

(
26
)

高
木
諦

元

「
唐
僧
義
空

の
来
朝

を
め
ぐ
る
諸
問
題
」

(
同
氏

『
空
海
思
想

の
書
誌
的
研
究
』
、
法
蔵
館
、

「
九
九

〇
年
、
所
収
)
。
本
史
料

の
存
在

は
、

田
中
史

生
氏

(関
東
学
院
大
学
経
済

学
部
)

の
御
教
示

を
賜

っ
た
、

(
27
)

呉
越

国

の
対
外
関
係

に

つ
い
て
は
、
日
野
前
掲

註

(23
)
論
文

の
ほ
か
、
山
崎
覚
ヒ

「呉
越

国
王
と

「真

王

一
概
念

1
五
代

十
国

の
中
華
秩
序

1
」

(『
歴

史
学

研
究
』
ヒ

五
二
、

二
〇
〇

…
年

)
、
同

「末
完

の
海

ヒ
国
家

呉
越
国

の
試
み

ー
「
(『
古
代

文
化
』

五
四

-
二
、

二
〇
〇

二
年
)
、

同

「
五
代
に
お



け
る

「中
国

」
と
諸

国
の
関
係

…
国
書
、
進
奉

・
貢

献

・
上
供

1
」

(『
大

阪
市

立
大
学
東
洋
史
論
叢
』

一
二
、

二
〇
〇

二
年
)

等
、
参
照
。

(
28
)

王
勇

「寧
波

に
現
存
す

る
博
多

在
住
宋
人

の
石
碑

!
そ

の
発
見

・
転
蔵

・
解
読

を
め
ぐ

っ
て
ー
」
(
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
三
、

一
九
九
九
年
)
。
本
史
料

の

研
究
史
に

つ
い
て
も
、

王
論
文
を
参
照
さ
れ
た

い
。

(小
論

は
、

二
〇
〇
四
年

一
二
月

の
九

州
大
学
文
学
部
集

中
講
義

の

一
部
を
ま
と

め
た
も

の
で
あ

る
。

拙

い
授
業

を
聞

い
て
下
さ

っ
た
学
生

・
院
生

諸

氏
に
、
心
よ

り
御
礼

を
申
し
上
げ
た

い
。
)


